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1． この会は、姫路昆虫同好会と称する。

2． この会は、播磨地方の昆虫研究と播磨在住の者および県内外の会員が幅広く昆虫研究を行った成果

を発表し、会員相互の親睦をはかることを目的とする。

3． この会は、その目的を果たすため次のことをする。

（1）会誌(年1会の発行）

（2）連絡誌の発行

（3）姫昆サロン会の催し

（4）合同観察会などの催し

4． この会は、昆虫に興味をもち、会の目的に賛同する人は誰でも入会できる。

5．会員は、会を維持するため、年会費を負担しなければならない。

6．会員は、会誌などの配布を受け、またこれに投稿できる。

7．会員は、観察会などの催し、またサロン会などに参加できる。

8． この会を運営するため、顧問、会長および世話人若干名と事務局をおく。さらに世話人中より代表

世話人1名を選出する。これらの役員は総会で選出し、その任期は1年とする。ただし、再選は妨げ

ない。

9．総会は年1回とし、役員改選、会則の改正など会の運営上の重要事項を審議する。議決は出席者の

過半数の賛成を必要とする。

10. この会の会計年度は、暦年とする。

[平成8年度顧問］ 奥谷禎一

[平成8年度会長］ 三木順一

稲田和久木村三郎広畑政巳相馬明直高島昭

相坂耕作(代表）

[平成8年度世話人］

『－‐表紙剪画解説 一-－－－－－－－1
1 剪画作者萬洪成氏は上海在住で、 1934年生まれ。

|繍壼鴬:菫奮鯨=譜駕l
i 物・人物･風景など数多い。

I 国内外で有名でテレビ､新聞等でその活躍が紹介され
’ ている。
L一一 一二＝ - エ ゴ － __テ ーー= 言 ‐一 － －－0



てんとうむし(11）1997

"てんとうむし"の復刊を祝う

奥谷禎一

リツバメ探しや加西市のヒメハルゼミなど多くの

虫と共にその自然環境が気になる所であ|る・平成

5(1993)年5月に"生物の多様性に関する条約"を

締結しておきながら､ 日本の政治は条約に逆行す

るようなことがまかり通っているように思える｡

我々虫屋は昆虫を通して自然環境の保全|と生物の

多様性の温存を計りたいものである。 ’

筆者が若い頃も同好会誌は盛んで、色々なもの

があったが、いわゆる3号誌が多くひど'い場合は

1号で終わってしまうものさえあり､割り切れな

い思いをさせられたものである。この時代は何と

いっても印刷費が高くつき、経済的な問題もあっ

たには違いない。今日ではコンピューターが扱え

れば、素人でも安価に印刷ができるようになり先

年は同好会誌にカラー印刷さえ現れ驚いた次第で

ある。しかし、原稿を集めたり順序を考えたりは

機械ではできないことで、編集者世話人の努力な

しには会誌はできない。ガリ版紙姫昆サロンでつ

ないで遂に''てんとうむし''の復刊にこぎつけたご

努力に敬意を表する。

さらに播州は松村松年(1872～1960） ・森為三

(1884～1962)などの昆虫学者や駒井卓(1886～

1972） ・岡田要(1891～1973)などの動物学者の育

ったところであることを考えると、若い会員の中

からこれらの諸先輩に勝るとも負けない大学者が

生まれることを夢見ながら一言お祝い申し上げる。

機関誌鰯てんとうむし，'復刊心からお祝い申し上

げる。姫路昆虫同好会とのお付き合いもとうとう

20年を越えたかと思うと感慨無量であると共に長

生きはしたいものと思っているが、老化はふせぐ

手立てはなく年々衰えを感じる年頃になってしま

った。以下に姫昆の思い出などを述べてお祝いの

言葉としたい。

姫路を中心として播磨の昆虫類を目標とする同

好会が、木村三郎・相坂耕作の両氏によって結成

され、小野市在住の蝶屋山本広一氏と神戸大学に

いた筆者が顧問として迎えられて何時の間にか20

年が過ぎてしまった。この間には、木村氏には昭

和51(1976)年から52年にわたる、大河内町の揚水

発電所にかかわる自然環境事前調査にご協力頂い

たことも大きな思い出である。神戸大学を定年退

官後、家庭の事情で川越に転居したが、数人の方

から何度か論文のご相談や筆者のもつ情報などお

問い合わせもいただき、特に相坂氏には著書"播

磨の昆虫"の序文をご依頼されたりして多くの方

と交流できたことは感謝にたえない。先年''遊虫

千年''という小冊子が送られてきて、同好会がで

きて20年経ったことを知った次第で、もうすこし

お役に立てればとつくづく思った次第である。

筆者が調査に関わって歩いたところは、前述の

大河内町以外に、地名を忘れた所もあるが、姫路

市では増位山・広峰山付近と自然観察の森、赤穂

市周辺、三日月町南端部などで、それぞれ忘れら

れない思い出はある。その他仁豊野のキマダラル (顧問神戸大学名誉教授）

－1－
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明治以前日本で記録されたコガネムシ
高橋寿郎

はじめに 日本のコガネムシの研究は, MoTscHuLsKYによ

り始めてまとまったものが発表されたと云ってよ

いのであるが，それ以前にも若干の報文発表があ

る．

日本のコガネムシで初めて学名の与えられたも

のはどの種であろうか．文献類で逆に探して見る

と， 1771年のLINNE'が記載した(Mant. Plant.

VI, p.525)ものとして, Allomyrinadichotomus

LINNE'がJapanから記録されていることになる

(W.JuNK, Coleop・ Cat. Pars、 156, p.95, 1937).

そうなると， この種が一番古いことになる． と

ころで，江崎博士は"1775年LINNE'によって命

名された昆虫で日本に産するものは多数あるが，

これは欧州或いはインド等と共通の種類であって，

日本産の標本に基づいて名付けられた種は一つも

ない．また，その後彼の命名したものの中に日本

産のものを見出すことは出来ない職(1952)として，

初めに記したごとくTHuNBERGの命名を一番古い

とされた． もしこのLINNE'の記載が日本産であ

ればTHuNBERGの記載より古いことになる．

もっとも，本種は朝鮮半島，中国，インドシナ

半島に分布しているから，その辺の産地のもので

記載されているのかも知れない．

しかしながら，反面カブトムシそのものは日本

では普通にいる種だし，大きさも大きく日本人が

古くから記述(日本産コガネムシに関する文献．

明治以前．比婆科学No.165:35-46,1995)し，ポ

ピュラーなものであるから，当時渡来したヨーロ

ッパ人が持ち帰り，何らかの経路でLINNE'が記

載に使用したとしても別に不思議はない．中根博

士も''日本を訪れた外国人によって欧州に持ち帰

られた甲虫が専門家の手によって発表されだした

のは, 1830年代に入ってからのようで－”と記

しておられるので(1966),やはりカブトムシの命

名は日本産ではないように思われる．

江戸末期に洋学の知識が入ってくるとともに日

本を訪れる欧米人も多くなり，各種の学問がこれ

ら欧米人によって発展を始めた．

甲虫の分類研究も，まず日本にどのようなコガ

ネムシがいるのかを調べることから始まり，明治

までヨーロッパ人による日本のコガネムシの研究

がおこなわれた．そこで，明治に至る迄のヨーロ

ッパ人の日本のコガネムシの研究の経緯を所有文

献によって眺めて見て，明治迄に日本のコガネム

シで学名を与えられ記載されたものをまとめて見

た．本文は貧弱な筆者の所有文献による報告であ

るから，重要な文献の脱落，浅学未熟故の大きな

誤りがあるやも知れない．それらについて御叱正，

御教示頂くことが出来れば幸いである．

また， 日頃何かと御指導，御世話になっている

次の諸氏に厚く御礼申しあげさせて頂く(敬称略，

肌C順)．

石田正明，三宅義一，中根猛彦，中村愼吾，

故野村鎭，大野正男，淀江賢一郎．

尚，本文発表の機会を与えて下さった相坂耕作

氏にも厚く御礼申しあげる．

概説

日本産の昆虫に始めて学名を与えられたのは，

江崎博士によると1775年(安永4年)から1776年

(安永5年)まで，長崎へ来て江戸まで旅行した

CarlPeterTHuNBERG (1743～1828)が採集して持

ち帰った昆虫を彼自身が発表したものであって，

その最も古いものはDissertatisEntomologica-

novas insectorumspecies l781～1791の中にあ

ると， しかし残念ながらそれにはコガネムシは1

種もない．

－2－
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本論文は中国， 日本，ネパール，東インド，ジ

ャワ各地産のM加蜘属3既知種10新種の記載を

発表されたものである．

p. 113-114にM加吻如ci血必HoPEなる新種を

日本から記載されている(Thisbeautiful insect

treceived fromDeHAAN*under thenameof

lucidulaとある). この種が日本産コガネムシで

始めて命名された種であるが，残念ながら中国原

産のM伽e地卵JEM匂zSGYLLENHAL, 1817(MｾID"鯛α

属で記載) (inSch6nhSyn. Ins. I, 3, p. 110,

1817）のシノニムである．尚，本論文に(p. 114)

M加吻叩lewzdewsなる新種がNepalから記載さ

れているが， この方は現在M伽e〃hezgmc伽叩“

BLANcH. (Cat・ Coll. Ent. Col. 1850, p.196)の

シノニムとされている．

c(WillemdeHAAN 1805-1855はLeyden生まれ

の昆虫学者で，同地博物館で無脊椎動物を担当し，

またFauna Japonicaの中の甲殻類を執筆した人

である一江崎1952）

LINNEの原記載にはタイプ標本の指定が無く，

何処産のもので命名されたものかはわからない

(石田正明， 1987)．石田によれば記載に用いた個

体は中国南部産のものではないかとのことである．

日本からカブトムシが記録されたのは， 1866年の

MoTscHuLsKYの"日本の甲虫目録"に出てくる幻一

わ"叩露虚chom"Z"SFABRIcIusであると考えられ

る．次にW・ JUNKのColeopt. Cat. によると，

1835年FALDERMANNが助〕此瓦池cc肋zePzs"を日

本から新種として記載しているよう取り扱ってい

るが，原論文(Coleopterorumab. Illustrissi

mobungio inChinaBoreal, Monoglia, etMo-

nibusAltacis, Me'm・ Acad. Petr． Ⅱ, p､370,

t.4, f.2)によると，学名のごとく中国からの記

載で日本からのものではない． もっとも本種は日

本にも産する．

1835年にHoPEはMonographonMimela, a

GenusofColeopterous lnsectsなる論文を発表

(Trans. ent. Soc・ London, I,pp.108～117),

その中でM加吻血cj血〃なる新種を日本から記

載した(この種はDeHANN教授が畑cMJ" と名

付けてくれた標本に基づいたものである)． この

種は残念ながら中国原産のMi"zelaSple"de"s

GYLL. (Melolontha) (inSchOnhSyn. Ins. I, 3,

p､ 110, 1817)のシノニムで消える． この種の方が

前に発表されていてHoPEは知らずに記載したの

だと思う．但し， このコガネムシが日本産として

始めて学名を与えられた種ということになる．

MoTscHuLsKYの研究の現れる迄の日本のコガネ

ムシの研究は，僅かにHopE(1839, 1941), NEw-

MANN(1841), BuRME!sTER(1842,1844,1845)のもの

がある位である．

1839. F・胤HoPE・ AMonographonMr， William

SHARPMacLeay'sColeopterousGenusEuch-

lora

Proc・ Zool． Soc. London, Vil, pp65-75.

助chJbm属26種(助鋤肋、属は現在4"o腕αと属）

の記載であり， うち3種が日本産である．

P.70．助c"omalb"i伽αHopE=A"owzα地の日本

からの記載. Leydenの友DeHAANより送ら

れた標本，産地は日本とのみ．

p.72.&c"ひmCl4preaHoPE=J4FZO"α肱の日本か

らの記載がある．産地の記録はないが, Ley･-

denのDeHAAN教授から受け取ったもので，

SIEBoLDがCuprea (銅色)と添付していたの

でこの名をつけたと記している．

p､73．従来，中国原産として取り扱ってこられた

（日本産としての記録はWATERHouss, 1975),

助c〃わ"COSm"HoPE=乱"o"､α〃が日本から

の記載であることがわかった．本種もDe

HAAN教授から送られたものであると･ "前胸

研究史

1835. F.W・HoPE・ Monographonハ価加em, aGe-

nusofColeopterous insects.

Trans・ ent. Soc・ London l , part. ll :108-

117．

－3－
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(Deut. Ent・ Zeit. Heft. n, p.257, 1892)"で

も本種の原記載はこの表記論文になっている．多

くの肋im属の新種記載があるが, p.43に脚‐

pi肋j叩o"icg, Japonia (Niphon, Jesso, Naga-

saki)が記載されている． さらに, GEMMINGERet

HARoLDのCatalogllsColeopterorumTomeW(p.

1211, 1869）でも上記論文になっている．

背の側縁黄色で上翅黄褐色，体下も同様，脚

は黄色鰯で，多分これは未熟の標本であろう

としているが， この種は色彩変化多く， この

ような個体も採集出来る．未熟なるが故では

ない．共に現在でも普通に得られる種である．

p.75．M加吻叩IE"庇"sを日本から記録している

ように, W. JuNKのColeop. Cat. にはある

が，本論文を見ると中国からの記録である．

（本論文では勿論，助c〃わ"属となっている

が,M伽e〃属であろうと記している. 1835

年に自身が叩Ie"庇”と発表した種との関連

については記していない)．

1842. BuRMEIsTER,H SechateOrdungColeop-

teraZuft・ Lamel l icornia, ErsteFami l ia

Mel itophi laGatt. Rhomborrhina, Gatt・ An-

thracophora.

HandbuchderEntomologie, Band. lll, Ber-

lin.

本書はBuRMEIsTER,H,1842-1855: Handbuch

derEntomologie, BandⅢ-V, Berlinの中の3

冊にわたって甲虫類の解説をされているものであ

り，個々の論文でなく単行本の中で鯉角類を属単

位で説明してある．その中には新種の記載も含ま

れている．

本書では次の日本産新種の記載である．

p､ 194. 4.M"加rF力醜α叩α伽α 5.Mo加加r戒施α

cbWﾌeam DuP. 共にJapanから記載されて

いるが，現在の知見ではA錘吻"ﾉツ"o"伽"α

j"omcn田｡PE)カナブンのことである．

p.624． 4"肋mc叩homr""co"BuRMEIsTER, Ja-

panから新種記載．現在でも有効(アカマダ

ラハナムグリ)．

1841． EW・HoPE・ Descriptionof somenewLa-

mel l icornColeopterafromNorthern lndia.

Trans. ent. Soc. London ll :62-67.

表題のごとき論文であるが, p.64に肋ombor-

戒加仰O"畑HoPEなる新種が日本産で記載され

ている．産地は書いていないが，シーボルトが日

本で得た標本で, LeydenのDeHAAN教授から送

られたとある．現在,He脚吻ZDMzo"""α属に扱

われている．

1841. NEwMANN・ Adescriptiv l ist of the

SpeciesofPopi l l ia, inCabinetof theRey.

F､W・HoPE.

Trans. ent. Soc. London, lll :32-50.

W・ JUNKのColeopt. Cat.. (Pars､ 66, p. 134,

1916）によると，助〕i"jqpo"伽の原記載は伽n．

Mag. Nat・ Hist. 2, m, p.337, 1838で，学名

のごとく日本産での記載とある(中根博士もその

ように記しておられる， 1966)． 岡山大学附属図

書館農業生物研究所に上記原記載のCopyをお願

いしたところ，その文献の該当頁にマメコガネの

記載は無いむね返事があった．後にC､0.WATER-

HousEの"On theLamellicornColeopteraof

Japan (Trans.ent.Soc.Part.I,pp､71～116,

pl.Ⅲ, ref. p､ 112, 1875)''の中でもG・KRAATz

の助ﾌj"勉属の総説"MonographischePevision

derRuteliden-GattungPopilliaServille

1844. BuRMEIsTER,H・ SechsteOrdnungColeop-

tera

l・ ZunftLamel l icornia, DritteFami lePhy-

lloperthaGattungAnomala (Phyllopertha)

HandbuchderEntomologie, Band. IV;Berl in.

p.243. 15.My"叩erZ伽8-cos""BuRMEIsTER,

Japanより新種として記載されている．現在

は， ノ4"oma肱ocZiescos""(BuRMEIsTER, 1844)

上ラタアオコガネになる．

－4－
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ll.M7fcaOrie""IiSMoTscHuLsKY=M""der(s.

str.） ヒメビロウドコガネ

12.H叩伽ObmC"MoTscHuLsKY=M"h叩伽

ヒメアシナガコガネ

p.34, 13.H“ﾌ伽皿加"co"MoTscHuLsKY="叩伽

ob"c"MoTscHuLsKY (ヒメアシナガコガネ）

1855． BuRMEIsTER,H. SechsteOrdnungColeop-

tera

l･ Zunft Lamel l icornia, DritteFami l ie

Phyllophaga

HandbuchderEntomologie, Band.V,Berl in.

p.420.Melolo"加j叩o”CQBuRMEIsTER, 31

Japan(コフキコガネ)新種記載である．
1860. V. l.MoTscHuLSKY・ insectesduJapan

Etud・ Ent・ tome9, pp､4-39.

函館駐在のロシア領事GoscHKEvITsc別の夫人

の採集品の目録で，鞘翅目及び鱗翅目の多数が記

録されている．主として，函館産のもののようで

あるが，一部下田又は江戸で採集されたと思われ

るものも含まれている．

コガネムシ類の記載されたのは新種9種で， こ

れらも含め前回の新種も勿論含まれて， 25種が記

録されている．

新種記載のうち， 3種はシノニムとして消える．

他は属名の変わるものは多いが有効である．記録

された種のうち， 日本に産しない種が3種含まれ

ていて， どれも同定の誤りかとも思うし，大体ど

の種か見当がつく．次に記録されているコガネム

シ類をまとめてみる．

P､ 13．〃α"αe"S"jMZI4SMoTscHuLsKY=LMO"gEJS

P〃α"eOjkS (WEsTwooD, 1844) ツノコガネ

本種はインド原産のo"肋叩h昭"p加"“o‐

jdesWEsTwooD (Royle'sHimalay, Ent． p.

55, p1.9, f､3, 1840)のシノニムとWATER-

HousEはした(1875,後掲，なお属名はq@i-

"ce"妬となっている).後にARRowは(Fa-

unaBritish lndia, Col.LamⅢ, p.364,

1931)属名をL伽o"即sとされた．

助ﾌ油αCMamSMoTscHuLsKY=即応(s・str.）

ゴホンダイコクコガネ

α"肋α剛"OCMSMoTscHuLsKY=即応(s.str.)

ダイコクコガネ

P､ 14． Geo"p蕗α脚mZDJsMoTscHuLsKY=Geo"叩“

（鋤mmOgeO"peS)""ZE4S MoTscHuLsKY,

1857オオセンチコガネ

1857. V、 1．MoTscHuLsKY・ Insectsdu Japon

Etud・ Ent・ tome6, pp.25-41.

MoTscHuLsKYは｢日本の昆虫｣と題して3篇の論

文， 1篇の｢日本産昆虫目録｣を発表，多くの新種

の記載をされた．本篇はその一番始めの論文で鞘

翅目24種の記載の他に, RADAscKovsKIの陀叩α

1種の記載を含み，別に蝶蛾類数十種の目録であ

る． この論文の材料は， 1854-1855年に下田へ来

たPUTIATIN提督と共に同地に滞留したGoscHK-

v1TscHの採集品であるとのこと(江崎, 1952).

コガネムシは9種を新種として記載された．そ

のうち，属名の変わるものはあるとしても1種が

シノニムとされ， 1種が他種のformとされた．

それ以外， 7種が現在でも有効である．

記録されているコガネムシを記しておく(和名

も全種につけた)．

p.29, 5． LIJcα"“醜c伽αrlJSMoTscHuLsKY=月℃‐

s叩ocoimsノコギリクワガ夕

p.29-30, 6.Aα〃osZona"(?) recr"MoTscHuLsKY

=Do'℃U4sコクワガタ

p.31,7．碇O"PeS""ZZJSMoTscHuLsKY=GEOZ-

"pes (mm"'ogeo"pes) オオセンチコガネ

p.32,8.Geo"pes"eWS"･加zJSMoTscHuLsKY =

Qo"pes(EOgeo"pes) センチコガネ

9.MMe伽伽schkW峨厳MoTscHuLsKY本種は

1871年GYLLENHALが中国から命名した(in

Sch6nh・ Syn・ Ins. I, 3, append. p. 110)

〃航elb"IEMerS GYLLENHAL (コガネムシ）

のシノニムとされている．

P.33, 10.H"z叩hy"npiCeaMoTscHuLsKYナガチ

ャコガネ
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Geo"叩“叩Je〃i"sF・ ヨーロッパに分布して

いる種で日本産ではない．

RoZrzpesjae唯"畑"Mus. St・ P. =Geo"叩“

(Engeo"pes) センチコガネ

Z》℃X叩αCOmberm""SMoTscHuLsKY ヒメコブ

スジコガネ

助加ajapO"iCnHoPE=助》伽ajqPO"iCnNEw-

MANN, 1844マメコガネ

職y"merZ加〃o"co"L. というのが記録されて

いるが， この種はヨーロッパ， コーカサス，

シベリヤ，蒙古に分布する種で日本に産せず．

R加eFm"αのことをあやまって同定したよ

うである．

助y""e肋aocZEF･"""BuRM. =4"o"""oc""-

COS"" (BuRME!sTER, 1844) 上ラタアオコ

ガネ

且"｡"zα地oblb"gnF． というのもどうも同定の誤

りで本種はヨーロッパ，コーカサス等に分布

している．".d"biCScoP.のVar・のことで，

日本に産しない．次の種と同一種ではないだ

ろうか．

A"O腕α〃剛ﾌﾞCWreaMoTscHuLsKY ヒメコガネ

肋OmbOWXfeS"Ce"eSMoTscHuLsKY=J4"Omα〃

スジコガネ

p. 15.EMchjりmczW℃αHoPE=J4"o腕α〃ドウガネ

ブイブイ

M加eln的s""1ﾉ"CMMoTscHuLsKY=M航e地卵一

た"庇"S(GYLLENHAL, 1817) コガネムシ

MFfcα仰o"畑MoTscHuLsKY=Mn肱庇m(s.str.)

ビロウドコガネ

Hりわ鰄Ch池”"SVe応aMoTscHuLsKY=H"叩"y-

"nPiCeaMoTscHuLsKY, 1857ナガチャコガ

ネ

H叩伽Ob"CmMoTscH. =此伽Oh叩肋obdnc"

(MoTscHuLsKY, 1857) ヒメアシナガコガネ

H""α郵加"co"MoTscH. =此""o〃叩"αobmc-

" (MoTscHuLsKY, 1857) 上記種と同じヒメ

アシナガコガネ

Gb'c叩加"αp"舵mMoTscHuLsKY=E"ceZo"麺

ハナムグリ

p. 16.M"zboJ物吻αc卯eamBuRMEIsTER=Ae"-

血わり"Zα"伽加仰O"jCa(HoPE, 1841)

肋o加加"〃〃C"ea"BuRM. =RSe""IO""Cl･‐

油加ZjZIPOJZiCa(HopE, 1841) カナブン

〃cα"“α"mFfHoPEはアッサム産で日本には

産しない． MoTscHuLsKYの記載したのは， ミ

ヤマクワガタの小型の3(L"cα"IJs "zac""-

"zom"s)のことである(1971年，中根博士は

MoTscHuLsKYのcollectionを調べられた．

1972,1976)．

ハα"伽ZenmsrecmsMstP． =.DoI･czdsr"ZMs

(MoTscHuLsKY, 1857) コクワガタ

DoFc"b"enmMoTscHuLsKY=Dorcmds"c"s

(MoTscHuLsKY, 1857) コクワガタ

1861. V、 1.MoTscHuLsKY･ Insectsdu japan

Etud・ Ent・ tome lO:3-24.

日本の昆虫と題する論文の第3報となる．甲虫

以外に半翅目の新種記載も含まれている． コガネ

ムシ， クワガタムシについて次のような新属新種

記載がある．

p.7．HｾzE7叩伽加皿肋伽"MoTscH. =4"o"m"

ハンノヒメコガネ

p.8｡α"j伽aJbo"""MoTscH. と新種記載種を

タイプにGwzi血新属も設けている．現在

は恥6W〕"y"(Gm"伽）に扱う．シロスジコ

ガネ

Rhmabo"狗伽〃"icobrMoTscH.新種記載．アオ

カナブン

p､9-10.L"cα"砥加αC"""ZOr""MoTscHuLsKY,

ケ竿 ミヤマクワガタ

p､ 11-12. Sを"℃g7za娩砥属を創設．タイプは次の

ac"""icolOr

p. 12-13. Sew･Og"α肋"c"""colOrMoTscHuLsKY,

印ツシマヒラタクワガタ

現在ではDorc"Zim""cas""jColOrMoTs-

CHULSKYヒラタクワガタの亜種に扱われてい

る．
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1976, 1979)．p. 13-14.尚α""g"QIMs"c""α"SMoTscHuLsKY,

砂ノコギリクワガ夕=Rnsmoco"s .

P． 16.Mncro助ｿ℃"sグセCZMS,新種の記載でなく，

1857年に発表した時はケの標本であったが，

ここに早の記載をされた(尤も前回は属名を

片aIMZo"鯉s ？としていた).標本はアカア

シクワガ夕(Do,℃砥畑〃qた"zom")の早で

あると(中根, 1972, 1976)

p. 16-17.Mac7℃｡ひF℃"rIJg"""な MoTscHuLsKY,

3新種の記載であるが，やや小型のコクワ

ガタ伽7℃砥花c“であるとのこと．

p､ 17.M"Cm"rCWSS"MiMoTscHuLsKY,鈩早ス

ジクワガタ=DoJ℃“

p. 17-18.MQcJ℃伽『CldSCribelhnJSMoTscHuLsKY,

伊小型のスジクワガタDorcwss"n吻即"あ

であると．

p. 18-19． DOrCZJSMaerViSMoTscHuLsKY, 早 コク

ワガタDoF℃“reα"sであるとのこと(中根，

1972, 1976).

1861． HARoLD,E.v・ BeitragzurKenntnisei-

niger coprophagenLamellicorninen, ll.

StUck

Berl・ Ent. Zeitschr. V:92-115.

本報文は一連の上記表題による食糞類の研究論

文で(主としてAphodiusが多い),世界各地から

の糞虫類に就いての記載があり，多くの新種記載

が出ているが， 日本産は全体を通じて3種しか記

載されていない．

本論文はその第二篇に当たる． 13種の〃ho"-

“の解説であるが， この中にpp.96-97に日本か

らの新種〃〃od加叩j""HARoLDの記載がある・

本種は現在，〃hodms(⑰わb叩@ems)"mMa-"

"BALTHAsARとして取扱われている(オオマグソ

コガネ)．

フオーチュン (RoBERTFoRTuNE 1813-1880)

フオーチュンが日本に来た時(万延元年, 1860)

の見聞を記した"YedoandPeking l863" (Yedo

andPekingANarrativeofaJourneytothe

Capitalisof JapanandChina. WithNoties'of

theNaturalProductions, Agriculture, Horti-

cultureand theTradeofThoseCountrieS,

andOtherThingsMetwithby theway, London,

1863，江崎，新昆虫, 1952,江戸と北京，三宅訳，

広川書店版， 1969)を見ると， 1861年(文久元年）

一度日本から中国に行き，再び帰ってきた時の昆

虫採集の記事に(場所は神奈川，横浜附近と考え

られる)， ’'在来種のカブトムシは何千というくら

い木の葉や花から振って落とされる． ロンドン

(Bloomsbungstreet)のスチーブンス氏(STE-

VENS)の手紙といって二種類のクワガタ(LMc""i)

とオジカカブトムシ，カブトムシ(py"asZEsdi-

cholo"za=4"α"y伽aaicrom"zQ) (中国産のものと

同一と注釈されている)等々が採集されている'’

ことが紹介されている．

1861. SNELLENvANVoLLEGIHovEN: Beschijving

var eenigenieuwesoortenvanLucanidae.

Tijdschr. v. Entom． Ⅳ: 101-115.

次のように日本産クワガタムシの新種記載があ

る．

p. 103．〃“"“Se"Ca""SNELLENvANVoLLENHo-

VEN

現在〃“"“〃zα“"帥or""MoTscHuLsKY

ミヤマクワガタのシノニムとされている．実

際にタイプ標本はミヤマクワガタの小型の田

であると(中根， 1979）

P､ 112, pl.6, fig4.Dorc"p"ｾrSNELLENvAN

VoLLEHovEN現在はヒラタクワガタDorcIJs

Z加""(BolsDuvAL)の日本亜種とされている・

タイプは23(中根， 1979)．

p. 113, t.7, f.2.Dorc"〃やO""SiSSNELLENvAN

VoLLENHovEN産地はJapanとのみあるとの

こと． この記載と図はコクワガタDorc""-

cms MoTscHuLsKYの小型の3である(中根，
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記載であり(学名変更もあり)，図版も12pls.つい

ており，その当時での世界のクワガタムシ科の目

録も発表されており，なかなかの大著である．

日本産については，次の2種について解説がさ

れている(日本産新種記載なし)．

p.9．血C"""HopE13, PARRY (早ignota) (pl.

VI, fig2)としてInd. 0r. , andArchipel

Malayを分布として解説されている．

その図は明らかにL. "2ac"雌"'o”姉にて

現在f.施叩ejとして取扱われる.L・H"ei

の原記載はPARRY(1862)である(Proc. Ent.

Soc・ London, ケ．産地は東印度).

p. 10. LMc""""α""危"1Ora"SMoTscHuLsKY

L. se"""s (DeHAAN,M・S.)VoLL． と同種

であるとされ(？を付してある), MIsEEcHと

PARRYのコレクションとしてライデン博物館

に印早の日本産があると. S.vANVoLLENHo-

VENによりジャワからL.se"c""砥と書かれ

たのは(1861)誤りで，多分L. 加α“雌"zom‐

zﾛ‘sの小形変種であろうとされており， さら

にジャワ産Lル舵噸の比較については何等

報告できるものはないとされている(L. seri-

醒"“のタイプ標本を検された中根博士がL.

〃zα“雌加omz“の小形の研であると確認して

おられる， 1979)．

1862. THoMsoN,T. CataloguedesLucanidesde

lacol lectiondeM・ JAMEsTHoMsoN, SUiUi

d'unappendix renfermantladescription

des coapesgeneriquestet specifiguesnou-

velles.

Ann. Soc. Ent. France (4) ll :389-436.

p.417.an血g7za"""zα"dib吻池THoMsoNなる新

種記載がJapanよりされているが，後に

PARRY (1864)が訂正したように現在では

BnS叩OCOilWS"ZdMMZIJS(MoTscHuLsKY)とすべ

き種である(ノコギリクワガ夕)．

1862. HARoLD,E.v・ BeitragzurKenntnisei-

niger coprophagenLamellicornienV・ StUck

Berl・ Ent. Zeitschr． Ⅵl : 327-329.

本報文では，〃加戊“ 35種(番号51～85)につ

いての記載で9新種， 26既知種の記載である．

p､344～345に"hodiusel""SALLIBERTが日

本より記録されている(Japanunddasn6rdliche

China).オオフタホシマグソコガネ

1864. SNELLENvANVoLLENHovEN. Tijdsch.

Ent・ Nederl. XⅦ、

本論文所有していないので詳しい内容不明．

次の種の記載がある．

p. 158．及"γo"伽sie加賊SNELLENvANVoLLENHo-

VENの記載．現在の知見では帥q"ｽﾙα”ルー

hmZe腕aMoTscHuLsKY, 1860のシノニム(ク

ロハナムグリ)．

p. 159． ZWCM@SS"leW@ftC"gZ"m"SSNELLENvAN

VoLLENHovEN, JaPanの記載．現在肋、城‐

"i"属ジュウシチホシハナムグリ

1864． PARRY,F･ AfewRemarksuponMr・ James

THoMsoN･ sCatalogueofLucanidae, publ ish-

ed in the"Annalesde laSocieteEntomolo-

giquedeFrance, 1862"

Trans. ent. Soc. London, III(1) :442-452.

表題のごとくTHoMsoNの1862年に発表された

クワガタムシ科のカタログの中に含まれている35

種について，著者の所見をのべたものである．

その中で, P.447にTHoMsoNがα"d"Pm""

"α"伽加地ris (p.417)として日本から新種発表し

ている種は,L."c"噸mSMoTscHuLsKYであろう

と記されている．そして最近，フォーチュンの日

本からの採集品の何頭かがS.STEvENsの所に送

1864． PARRY,F・ ACatalogueofLucanidCole-

optera; with i l lustrations anddescrip-

tionsof various newand interstingspe-

cies.

Trans・ Ent・ Soc. London, ser.3, 2(1) : 1-

113, 12pls.

99種に及ぶ新種(45新種， 1新属)並びに稀種の
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られてきていると．

この種は現在では2℃s叩ocoi加醜c伽α"(MoTs.)

として取扱われている．

1865. SNELLENvANVoLLENHovEN・ SurQuelques

Lucanides duMuseumRoyal d'HistorieNatu-

rel leaLeide.

Tijdschr. V. Ent. , Nederl． Ⅶl : 137-156.

p. 152. t.2, f. 1,2に日本より助ぴ"nchems

rUめ呵帥OmmS SNELLENvANVoLLEN間･vENの新種

記載あり．現在肋,℃z4s属（このタイプ標本は

Leydenの自然史博物館にあり， これを検された

中根猛彦博士は間違いなくアカアシクワガ夕の3

であったと．中根， 1979)．

助ﾌ油α“蝿乞"SMoTscH． ＝伽rfs (s.str.）

ゴホンダイコクコガネ

α"肋α応加SOChIJSMoTscH. =伽油(s.str.)

o助“ (MoTscHuLsKY, 1860) ダイコクコガ

ネ

GeO"WJeS""""MoTscH. =GeO"叩es("m-

"@OgeOmmeS)""""MoTscHuLsKY, 1857オ

オセンチコガネ

Geo"p""IEM肋"F. よくわからない種．多

分上記オオセンチコガネと同一種と考える．

"o"T""Inevis"加呪SMoTscH. =GeO"peS(EO-

geO""eS) IneViS"m"SMoTscHuLsKY, 1857

センチコガネ

α血"@OSfer""reC"SMoTscHuLsKY=〃hO泓加

（助αe叩加α"s) マグソコガネ

p.8.α〃"tosrer""bFセViZdSCMJSMoTscHuLsKY=

〃んodms(Ag""") ヌバタママグソコガネ

鮒肋肋ornx""αMoTscHuLsKY=忽蝕M砥慨αe‐

叩〃α伽S)reCZU@SMoTscHuLsKYマグソコガネ

Mｾ肋Z叩ZemS"jgmZeSSe"""MoTscHuLsKY=J4-

pho4伽s(Ch肋肋omx) セマダラマグソコガネ

Z》”叩aCOmberCEJM"MoTscH. ヒメコブスジ

コガネ

〃わ"叩""choZD"2"sF. =J4JID"2yri"α〃Mo"-

腕"ss"leyz"io"α鮒(KoNo, 1931) カブトム
、

ン

M)i胸ﾉ叩O"jmHoPE=MMEjqPO"iCaNEw-

MANN, 1844マメコガネ

蹄y""erZ加加McO〃L. =My"叩eF鮒α加aWz"-

"(ARRow, 1913) アオウスチヤコガネ

助y"叩e廊加OCrOC"""BuRM･ =乱"O"1α〃oc""-

COS""(BuRMEIsTER, 1844) 上ラタアオコ

ガネ

P.9. Rho"zboWx"c畝鹿伽SMoTscHuLsKY=』"O脚α肱

"Ce"BALLIoN, 1871 ツヤコガネ

肋O"Z加叩X“"Ce勿蕗MoTscHuLsKY=A"O"α〃

スジコガネ

R"伽叩伽geFZi"Jn"MoTscH. =44JZO"@a地ヒメ

サクラコガネ

1866. V、 1．MoTscHuLsKY. CatalOgUede lnSeCtS

reCusduJapan.

Bul l・ Soc・ Inp． Nat. Moscou39(1) : 163-

200．

日本産の昆虫目録で一番古いものの一つである

と考えられる．著者MoTscHuLsKY自身は日本に

来たことは無く， 日本の昆虫に関して4つの論文

は，いずれも下田へ来たPUTIATIN提督と共に同

地に滞留したGoscHKEvlTscHの採集品と，後に

函館のロシア領事になったGoscHKEvITscH夫人

の採集品からなっている。この論文は表題のごと

く日本産昆虫(鞘翅目，直翅目，膜翅目，双翅目，

同翅目，半翅目，鱗翅目)の目録であり，多くの

新種の記載を含んでいる． コガネムシは7新種を

含み46種が記録されている．新種以外はこれまで

のMoTscHuLsKYが発表した論文に出ている種で

ある．新種として記載された種の学名の属名は，

現在の知見では全部変わる．他種のシノニムの種

もある． とにかく， 日本のコガネムシの目録が世

に示された初めてのものであることは間違い無い

と思われる．大変粗雑なものであるが，当時の知

見からして止むを得なかったと考えられる．記録

されている種を一応全部示す．

P､7．〃α""ezdsm加鯉SMoTscH． =L"""g"spha-

"eOjaeS(WEsTwooD, 1840) ツノコガネ
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A"o"2α必oblbjzgnF. =W・JUNKのCol・ Cat. を

見ると(pars. 66, p.71), ヨーロッパに広く

分布しているA"o"zα地血biaScoPEのvar、

のようで，イタリアあたりに分布している種

のようで日本産ではない．

A"o腕α〃畑尤C叩7℃αMoTscH. ヒメコガネ

Mchわ、c叩'函HoPE=4"Omαルドウガネブイ

ブイ

Hと舵'叩伽〃2脚I蜘鰄αZZ@SMoTscH． =4"o腕α肱a"o-

pilOsα佃oPE, 1939) アオドウガネ

肘加e必伽scMeWcMMENERTR． =MMe"叩Jaz-

叱りZS(GYLLENHAL, 1817) コガネムシ

SMmjqPO"iCaMoTscH. =M"IMem(S.Str.)

ビロウドコガネ

MPfCaOrie"IMSMoTscH. =MalMera(S.Str.）

ヒメビロウドコガネ

舵“？師CgaMoTscHuLsKY＝肋mSerm ハイ

イロビロウドコガネ

p.10.肋わ"ich血”"we応aMoTscH． ="写ﾌZ叩hyjb

地〆CeaMoTscHuLsKY, 1857ナガチャコガ

ネ

H"Zqphy"piC"MoTscH. ナガチャコガネ

Gm"血α肋O"""MoTscH. =んbphy肋（Gα‐

(MoTscHuLsKY, 1861) 、〃油)"lbo""" ン

ロスジコガネ

H""ObdWCmMoTscH. =EC"Oh叩伽ヒメア

シナガコガネ

H叩肋s幼"co"MoTscH. =amzoh叩伽obduc"

(MoTscHuLsKY, 1857) ヒメアシナガコガネ

肋o"zboFγ物伽α""icoh･ MoTscH. アオカナブン

肋ombor7〃加仰OfZiCaHoPE=RSe"""Fy"OW"-

"jqPO"iCaHoPE, 1841 カナブン

肋mbo"伽"c"""BuRM. 前種と同じ．カ

ナブンのこと

G6ﾉqいんα"αpilWmMoTscH. ="ceroJzjα〆雌r

(MoTscHuLsKY, 1860) ハナムグリ

G妙のや伽"αα肋"ermaMoTscH． ＝的加erisj"""-

血 (FALDERMANN, 1835) コアオハナムグリ

Qm"ね叩e""mScHwARE=B℃"ermorieFz""S

"b"zaJw@o'℃α (BuRMMEIsTER, 1842) シロテ

ンハナムグリ

L"cα"“〃､αc"雌"ZOmmSMoTscH. ミヤマクワ

ガタ

L腿“"“α"ZOriHoPE=L"ca"""z"c"雌"IC、”

MoTscHuLsKY, 1861 ミヤマクワガタ

Rfsmogw@a鯛恋血皿riC"MoTscH. キンオニクワ

ガタ． 日本では対馬に記録がある種で，恐ら

くPFfs"20g7zα娩恥α昭邸加qiSWATERHousE, 1874

オニクワガタのことであろう．

SEFTW7zα肋“c“、"zco肋･MoTscH． ＝舵"℃gﾂzα‐

""Z加""scnsmaicobf.MoTscHuLsKY, 1861

ツシマヒラタクワガタ

ハα刷りre"ms"c伽α“SMoTscH． =B℃S叩ocojMs

ノコギリクワガ夕

Mncm"'℃"reCmSMoTscH. =DOrC"コクワ

ガタ

MacmmF℃"rUg"e""iSMoTscH･ =DOJ℃“rEcZ"s

(MoTscHuLsKY, 1857) コクワガタ

Mncm"F℃""""e""iSMoTscH. =DO施砿ス

ジクワガタ

MncmmF℃ascribe肋如SMoTscH． =W℃脚SS"血一

吻醗"応MoTscHuLsKY, 1861 スジクワガタ

Macm伽ｧ℃"bjWViSMoTscH. =DO'℃“花cZu4s

(MoTscHuLsKY, 1857) コクワガタ

1867． HARoLD,E､v・ DieArtenderGattung

Caccobius.

ColeopterologHeft. ll : 1-16.

p. 10． にaccobi"SjaBsceFzsisHARoLD (JaPan)

マエカドコエンマコガネの新種記載あり．

1868． GEMMINGER etB・ deHARoLD・ Catalogus

ColeopterorumTomelll (London)

当時の世界産甲虫目録で， この目録は1868～

1876年の間にVol. 1～12, XXVI, 3822pp.が出版

されている． この第3巻にはクワガタムシ科が含

まれている(p.941-978). 日本産としては10種収

録されているが，シノニムのものもあるので，実

際には6種が記録されている. MoTscHuLsKYの論
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文によるものがその大部分で，分布は総て"Ja-

ponia"となっている．なお，第4巻にはコガネ

ムシが収録されている．出版年から云うと明治2

年の出版になるが,便宜的に此処に収録次記して

おく．

6.DorczJsrecms(MoTscHuLsKY, 1857)

コクワガタ

7.Dorcz4ss"血坤e""iSMoTscHuLsKY, 1861

スジクワガタ

8．脚rc“Z加"蛎cns""jcolりF･MoTscHuLsKY,1861

ツシマヒラタクワガタ

9.Dorc""""“P"胸(SNELLENvANVoLLENHo-

vEN, 1861) ヒラタクワガタ

1969. GEMMINGER etB. deHARoLD. Catalogus

ColeopterorumTomeN(London)

コガネムシ科の目録で， 日本産としては(総て

分布はJaponiaとなっている)26種が記録されて

いるが, MofrscHuLsKYの論文に出てきたものが大

部分である．
Fami lyTorogidae コブスジコガネ科

1． 乃ひx叩αco"beJ℃必加"MoTscHuLsKY, 1860

ヒメコブスジコガネ以上で，明治以前日本で記録されたコガネムシ

の研究史を文献によって説明してきた．最後に明

治迄に日本で記録されたコガネムシ類を現在の学

名で次にまとめておく． Fami lyGeotrupidaeセンチコガネ科

1.ao"pes(mm"'ogeo"pes)α"""MoT-

scHuLsKY, 1857オオセンチコガネ

2.""OmmeS(EbgeO"PeS) IneWSMMdSMoT-

scHuLsKY, 1857センチコガネ
明治迄に日本で記録されたコガネムシ主科一覧

表(学名は現在使用のものにしてある）

FamilyScarabaeidae コガネムシ科
SuperfamilyScarabaeoidea コガネムシ主科

1.助ﾌ"(s.str.)ac"庇泥SMoTscHuLsKY, 1860

ゴホンダイコクコガネ

2．伽Fis(s・str.)ocMs (MoTscHuLsKY, 1860)

ダイコクコガネ

3．αccob"sﾉeSSOe"SiSHARoLD, 1867
●

マエカドエンマコガネ

4．〃αZ｡"gws戯α"αeOjfS(WEsTwooo, 1840)

ツノコガネ

5．“hodms(@lOb叩舵『泌s)""o雌α"“BALTHA-

sAR, 1932 オオマグソコガネ

6．〃〃odim(助"b"omx)"ig7℃Zasse伽"aS(MoT-
●

scHuLsKY, 1866) セマダラマグソコガネ

7．〃hodiWs(助αe叩hodi")花α"S(MoTscHuLsKY,

1866） マグソコガネ

FamilyLucanidae クワガタムシ科

r血“"“腕αc"I旋加Or""SMoTscHuLsKY, 1861

ミヤマクワガタ

2.RismOg"α肋“血"ric"MoTscHuLsKY, 1861

キンオニクワガ夕

3.Ros叩ocoil"sj"c"加廊IS (MoTscHuLsKY, 1857)

ノコギリクワガ夕

4.Dorcwshopei (E.SAuNDERs, 1854)

オオクワガタ

5.Dor""b"危"@OmmS (SNELLENvANVoLLEN-

HovEN, 1865) アカアシクワガ夕

＊番号は便宜的につけたものである．
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スジコガネ

28.A"O"qyri"α虚"om腕as"Z""わ"α胸(KONO,

1931) カブトムシ

29. E"ん此I"."CCMZEFZSiS(FALDERMANN, 1835)

コカプトムシ

30.Mohabow"m(s.str.)""iCOIDF.MoTscHuLsKY,

1861 アオカナブン

31. RseMDIoFWorW加仰o"jcaHoPE, 1841

カナブン

32.mceZo"血PiZVbraMoTscHuLsKY, 1860

ハナムグリ

33.4"肋”C叩ﾙOmrZJMCIWBuRMEIsTER, 1842

アカマダラハナムグリ

34．qyC)P〃α"αかIMIe腕""MoTscHuLsKY, 1860

クロハナムグリ

35.月℃memoF･jaz"JiSs肋"2αr"Or"(BuRMEIsTER,

1842) シロテンハナムグリ

36．伽加e伽加Cl"Zda(FALDERMANN, 1835)

コアオハナムグリ

37.Pam"c"伽ss"re"庇c"gM"|""(SNELLENvAN

VoLLENHovEN, 1864)

ジュウシチホシハナムグリ

8."hoa加s(s.str.)eJEga"ALLIBERT, 1847

オオフタホシマグソコガネ

9．“hodius(4g7f!加Js)"eW"sc"J" (MoTscHuL-

sKY, 1866) ヌバタママグソコガネ

10.EC伽Oh叩肋Ob"Cm(MoTscHuLsKY, 1857)

ヒメアシナガコガネ

11.MaIMem(s・Str)jqpo"ica(MoTscHuLsKY,

1860) ビロウドコガネ

12.M"血dem(s・str. )OrieWnliS (MoTscHuLsKY,

1857） ヒメビロウドコガネ

13．馳池sericag7fceQ(MoTscHuLsKY, 1866)

ハイイロピロウドコガネ

14.H印Z叩"y"nPiCeaMoTscHuLsKY, 1857

ナガチャコガネ

15.Mどわ"Z加仰o"icQBuRMEIsTER, 1855

コフキコガネ

16.脚卵hy""(Gm"肋z)αあO"eam(MoTscHuLsKY,

1861) シロスジコガネ

17．助伽α岬o"icaNEwMANN, 1844

マメコガネ

18.ay"αﾌe7仇α加emtiXm(ARRow, 1813)

アオウスチャコガネ

19.Mi"ze地卵Je"dmS(GYLLENHAL, 1817)

コガネムシ

20.A"O"""alb叩jjOSa(HoPE, 1839)

アオドウガネ

21. 44"ow@α肱cos""(HoPE, 1839)

オオスジコガネ

22. J4""@α地cl4prea(HoPE, 1839)

ドウガネブイブイ

23."zo腕α肱geWiC"""(MoTscHuLsKY, 1866)

上メサクラコガネ

24. A"o"zαね腕""iS"MnMoTscHuLsKY, 1861

ハンノヒメコガネ

25. J4Jzomα地OClieSCOS""(BuRME!sTER, 1844)

上ラタアオコガネ

26.A"o"zα地'wpc叩reaMoTscHuLsKY, 1860

ヒメコガネ

27.AFz"α〃ZeSUnCe"eS(MoTscHuLsKY, 1860)

以上，明治迄に日本産で学名の与え記録されて

いるものは， 4科49種ということになる．

現在(1996)の日本産コガネムシ主科の種は8科

426種176亜種が知られているのだから， この時点

では11%位が日本から記録されていることになる．

当時の日本は，まだまだ自然状態は良好で，未開

の地を多く残していた．記録されているものは，

比較的一般に見られるものが主体であるが，現在

でもわりと分布が限られていると考えられる種も

含んでいる．

なにぶんにも採集調査する人がいなく，限られ

た範囲で限られたヨーロッパ人の採集の結果から

すれば止むを得ない状況だと考えられる．
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兵庫県におけるウスバシロチョウの分布の変遷

広畑政巳

2．県下における分布の概要

山本(1969.a)によると、県下で本種が最初に発

見されたのは80数年前の1908年5月11日である。

その採集地は西庄村(今の上月町)の西大畠と小日

山の両部落の山裾のようで、井口宗平氏によって

発見されたと記されている。

その後暫くは他の地域からの採集記録は出なか

ったようであるが、 1940年代から1960年代にかけ

ては多くの産地が見つかり、その数は40数カ所に

及んでいる。

さらに、 1980年代に入ると足立義弘氏、木下賢

司氏、堀紳二氏、永幡嘉之氏、小野克巳氏など

が市町別の精力的な調査により、その採集地は約

290カ所にも広がり、地図上に表示できないほど

多く発見されている。

表1， 2は年代別、市町別に採集地を表にして

いるが、この表をご覧いただければ、その様子が

おわかりいただけると思う。これまでに判明して

いる採集記録は、 30市町356カ所にもなっている。

この中で、浜坂町田谷')があるが、田谷という

地名は見当らず、田君谷2，)のことと思われるが、

そのまま田谷で表示している。また、広畑・近藤

(1989)の香住町八日市は香住町七日市の間違いで

お詫びし訂正しておきたい。その他の訂正した記

録としては、美方町畑ヶ平' ')は温泉町畑ケ平に、

千種町斎木3)も波賀町斎木にしている。温泉町和

光')も表には明記しているが、和光という地名は

見当らない。

六甲山の記録は、山本(1969.a)によれば、矢野

文彦が昭和12年から13年頃にかなり採集されたよ

うで、その場所は阪急六甲から土橋を経由する篠

原町一帯であることをご本人から聞かれているよ

うであるが、矢野氏以外の方が確認はされておら

ず疑問視されている。

1 ．はじめに

北海道や青森県ではオオモンシロチョウの発生

が報告されたり、与那国島ではキシタアゲハやコ

モンタイマイが採集されるなど分布の拡大が近年

話題になっている。

特に暖地性の蝶においてはツマムラサキマダラ、

マルパネルリマダラ、ホリシャルリマダラ、ミナ

ミコモンマダラその他多くの種が南西諸島で採集

されるなど枚挙にいとまがない。

県下においても、ナガサキアゲハ、イシガケチ

ョウ、クロコノマチョウなど分布の拡大は目を見

はるものがある。一方、オオウラギンヒョウモン、

ヒョウモンモドキ、ウスイロヒョウモンモドキな

ど草原性の蝶は衰退の一途をたどり、近年その姿

さえ見られない状況になっている。

変りゆく環境の変化にどう適応していくかが種

の存続と繁栄のための重要なファクターとなるが、

その内容はともかくとして、近年採集記録が多く

報告されている種にウスパシロチョウがある。

これまで生息していたが発見されていなかった

のか、分布を拡大しているのか定かではないが、

これまでに報告された文献や、当時の状況を聞き

ながら、年代別採集地別に記録を整理し、どのよ

うに分布域が変化していったかを地図上に表示し、

筆者なりの考えを付記した。

本稿を草するに当り、堀紳二氏からは多数の

採集記録をご提供いただき、木下賢司氏、永幡嘉

之氏、近藤伸一氏からは但馬の状況についてご教

示をいただいた。また、相坂耕作、石井為久、岩

村巌、尾崎勇、小野克巳、佐々木薫、唐土洋一、

原聖樹、森下泰治の諸氏からも資料や採集記録

のご提供をいただいた。ここに記してお礼を申し

上げる。
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神戸市の記録としては他に有馬町'2)、箕谷'2)、

淡河'2)もあるが、加藤(1981)では偶産種とした

扱いになっているので地図上には表示していない。

表示した地名の中には同一場所であるが大字と

小字で地名が違うため重複して表示している所や

同一場所であるが、別名になっている所もあると

思われるがそのまま表示している。

いずれにせよ、 1970年以前は分布域の比較的少

ない種ではあったが、その後20数年間経過した現

在ではよく調査がされ、但馬地域の西部、播磨地

域の北西部では普通に見られる種となっている。

(1983)のように同じマーキング調査でも、あまり

長距離移動はせず400m以内の移動がある程度で、

調査結果では定住性が強いという例が多い。しか

し、分布拡大の現象はある特定の地域だけの特異

なものではなく、前記の他にも多くの地域でこの

現象が見られるのはまぎれもない事実である。

4．県下における分布拡大について

県下における分布の中心は中国山地東端の扇ノ

山(1310m)、須賀ノ山(1510m)、三室山(1358m)、

日名倉山(1047m)の東側の地域となり、和田山町、

但東町以外は円山川と市川を結ぶ線の西側地域に

限られる。

以前から生息していながら発見できていなかっ

たのか、そこには生息していなかったのか明確で

はないが、これまでの文献の記述によると、山本

(1969.a)では夢前町河原谷では当時は本種は見ら

れないとなっているが、ここではそれ以降に発見

3．県外の分布拡大の報告から

白水(1989)によれば愛知県矢作川における分布

拡大(田中蕃、佳香蝶39(149):6, 1987〕、岐阜市

内の分布拡大〔飯田逸博、佳香蝶39(150):23-24,

1987〕、広島県下の分布拡大〔落合武夫、備後の蝶

(4):25-26, 1987)、松山市周辺地域の分布拡大(楠

博幸、蝶と花(14):1-10, 1987)その他各地でこの

現象が現れているようである。白水(1994)では

1972年から1992年の20年間に山梨県富士吉田から

静岡県御殿場まで分布を拡大したことが〔情邦彦、

駿河の昆虫(164):4656-4667, 1993)に報告されて

いるようである。

嵯峨井(1987)においても金沢市北部地域で過去

何度となくシーズンに訪れた地域で、 1カ所しか

発見できなかったところから、その後6カ所の産

地が発見されている。

原聖樹(1989)では神奈川県の分布拡大の状況

が報告されており、分布拡大の要因は、分布を拡

大したと思われる年代の生息場所とその環境から、

休耕畑、耕作放棄地の出現と下草を刈り取り環境

が保たれるクリ・ウメ園の増加を挙げている。

そもそも本種は分散・移動性が比較的小さく、

定住性が強い種とされており、渡辺(1984)が富士

五湖の1つ西湖周辺で行ったマーキング調査では、

山越えで1.4kmも移動した個体が3頭もあったこ

とが伝えられているものの、北原(1986)や足立

蕊上月
p

●
。
。
△

1970年以前

1971年～1980年

1981年～1990年

1991年～1995年半
18顛麺

9 9 ⑲ わ ￥■ｰ二 口.■’一.ー a

図1 兵庫県におけるウスバシロチョウの年代別採集地
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されている。また、石井村(佐用町)や船越山麓の

採集記録はなく、平福、豊福にはいないとなって

いるが、佐用町石井や平福、豊福に隣接する延吉、

淀、亀ヶ造ではその後生息が確認されている。

松野(1970)によると、県下北部では発見の可能

性はあるが、南部では探しつくされたと見てよい

となっているのでかなり調査はされていると判断

すると、南部の現状は分布は拡大していると言え

るのではないだろうか。

南部の状況を見ると夢前町の雪彦山から南へそ

して安富町に向って、佐用町日名倉山周辺から南

に南光町、三日月町、新宮町、上月町へ、千種町

から山崎町にかけて、一宮町の中心部から周辺に

向って分布を拡大したのではないかと推測できる

採集記録が1970年以降の1980年～1990年にかけて

多く見られる。

北部については朝来町の田路、神子畑から養父

町に向って、 日高町金谷から周辺に向って、関宮

町福定、大久保から美方町、村岡町にかけて、温

泉町扇ノ山付近から北の方向になど1970年以前に

ない場所からの採集記録が多くあり、その傾向か

ら分布の広がりが感じられる。

また、浜坂町、香住町はこれまで田君谷2，)、

池の平29)の記録が1970年以前にはあっただけで

あるが近年は採集記録も多く海岸近くまで分布を

広げていることは興味深い。尚、永幡氏よりの私

信によれば、浜坂町の諸寄は1960年代からいたよ

うで鳥取の同好者の標本箱の中にその標本が納ま

っているとのことである。

このように但馬地域では新しい記録の中には以

前から生息していた所が多く含まれていることが

考えられるが、竹野町、城崎町、豊岡市など分布

の先端の地域で豊岡市などよく調査が行き届いて

いた地域の記録は分布が広がってきたものと思わ

れる。

市川・円山川ラインの東側の産地で和田山町、

但東町の産地は中国山地東端の地域からのつなが

りでなく、京都府の夜久野町や福知山市から分散

してきたものと推測できる。和田山町竹の内は

1967年に発見され、同町床ノ尾山は1978年に発見

されている。竹の内は隣接する夜久野町から、そ

して床ノ尾山と広がっていったのではないかと考

えている。但東町では1981年の大河内が初記録で

ある。その後、 1995年には同町薬王寺と小坂でも

発見されている。これらは福知山市の生息地であ

る下野条、上佐々木等からの拡散と思われる。

5．おわりに

年代別に採集記録を整理すると分布の拡大の傾

向がつかめると確信して採集記録を集めてみたも

のの、まとめてみると、これまでの調査では分布

を拡大していると断言できるまで至らない結果と

なった。従って推測ばかりの取り留めのない報告

になってしまったことをお許し願いたい。しかし、

採集記録は以前と比較にならないほど多くなり、

その範囲も想像以上に広がっていること、夢前町、

新宮町、佐用町、朝来町、但東町などこれまでい

なかったと言われているところで発見されている

ことなどから分布は拡大していると思われる。

今後この資料を参考にしていただき、これまで

確認されている産地周辺、また水系ごと谷ごとに

年を追って系統的に行うことを望むところである。

この度は採集記録を市町別年代別に表と図に表

すことと多少の考えを述べたにとどめ問題提起と

させていただいた。今後は分布拡大の要因も併せ、

この問題への同好諸氏の研究成果を期待したい。
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表1 ウスバシロチョウの市町別、年代別採集地表
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1970年以前 1971年～1980年 1981年～1990年 1991年～1995年

新宮町 耐原2),"3'),ZW
31）

脾,鯛,蝿,許ﾛ,願

三日月町
三日月

2）

9 春哉

本郷2) ，添谷
2》

2）
小原,湯浅,中村,鎌

倉,金山,弦谷,三原

南光町 船越
2）

西下野
2）

m,Wi,",胡灘

上月町 西大畠
1）

上秋里
31）

稗田,樺坂,桜山

佐用町

日名倉山
1）

大畠2) ，下石井,上石

井,下村,奥海

焔野,杣,純杣,組輔，

碇,亀ｹ魁,鱸,鰄鮒,糊，

鼠繊踞,柵蔑調,鋤仕

居,鋤

延吉
33）

夢前町
雪彦山') ，坂根

1）

鯛2) ,帥2) ,熊蘭

瀬＃
31）

0 菅蝋
2）

31）

願
31）

小畑,寺河内,我孫子

安富町 関,栃原,大河川中流

山崎町

蔦沢
27）

剛32） 9

t0下32）

城32）

肋上

＆

32》

32）

切

,ｲ柵

32）

32）

八重谷峠,宮ノ元，

野々住原

一宮町

"'),W,MM'),fW')

XM27),"'),"2)

顯2》 ,阿舗,槻,鰯＃
7）

蚊,西蚊,富士，,紬，

期内
32）

鯛肉細,鼠撒,日ﾛ,瀧内,草

ﾎ,下刊,瀞,西蚊細,鱸，

躯,瓢蝋,肝町

福中9) ，百千家満
33）

千種町

河内') ，西河内
1）

千種
2）
岩野辺

荒尾,奥西山

2）

宝跡, 111#,剛榊',剛侃，

職,",W艸札玉離ﾛ，

縮,侭ﾉ県

波賀町
;|鼠

原

1）

1 ）

,細‘》 ，帥

館
1 ）
灘

1）

29）

斎木,流田 下総,Hﾉ鳳報,硯,嘱謝

隙,鍬

大河内町
川上

1）
上小田

1）
上細幅
吉
岡倉

33）

33）

,軸ロ
33）

生野町 栃原谷
2）

朝来町

神子畑') ，新井

田路') ,奥田路

l）
1 #荊簡総Alt6) ,弼傭，

#粥鴨,榊勵#,僻錠，

上AK
35）

ﾛ暇,巾珊,帥

和田山町 竹ノ内
1》

床ノ尾山
2）

但東町 大河内
14）

小坂!｡) ，薬王寺'0）

大屋町 鼎ﾉ下~W) ,佐淵'》 若杉2) ，明延
2）

筏,中間
16）

関宮町
雛') ,鈩') ,畝胤') ，

燗

葛畑
2）
轟

2）

l11",",",IIg,揃髄，

#ｹ瀬,ボノ山蠣ｽｷｰ場

養父町
唐川

長野

餅耕地
16）

1 6）

井之坪
35）

八鹿町
石原

妙見

16）

35）

日畑
16）

,加瀬尾
16）
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1970年以前 1971年～1980年 1981年～1990年 1991年～1995年

豊岡市
辻
16）

江野

， 伊賀谷
16）

，

16）

目坂
16）

奈佐森林公園
23）

日高町

阿卿'6) ,鋪
16）

東河内』

若林廃村

6）

9

16）

分尾
2）

刷

畑

36）

36》

綱

鮴

9 鵬

, ロ
16）

36》

36）

36）

,餅

9 鋤

,絶
36）

藤

3）

16）

,館
36）

9

36）

畑＃

城崎町 来日
2）

雲光寺
16）

竹野町

鯛
階

14）

14）

鯛
鮴

14）

14）

,剛
9 玉

ﾆﾂ鼠'4) ,職'6) ,耐

14）

14）

16）

"@'4),"'6) ,"#
鯛

16）
蝋

16）

鮒
16）

香住町

fi'4) ,*MM'4)
赫尾'4) ,311'4)
焔'6) ,餅'6) ，
三#'6) ，順'6）
畑'6) ,七帥3) ，

側
14）

箱
樋
境
息

16）

ｊ
，

６
６

１
１

3）

、

余部
14）

村岡町

熊波
29）

作山
29）

大笹
2） ，《

回
０
９
Ｊ

１
１
３

山
３
父

川
田
佐

三
山
和
萩山

3）

蘇武

味取

用野

宮神
3）

3》

3）

3》
9

蝋24> ,關24》 ,識
19）

糊'9) ,鯛''》 ,閲ｹ平
柵
柵
幡

19）

ｊ
ｊ

９
９

１
１

鯛蝿
,棚

19）

19）

19）

,柵
19）

浜坂町

田君谷

池ヶ平

29》

29）

田谷
1》

西ノ谷
21）

ｲﾓｰｼﾞ谷
21）

宮谷
21）

謡
30）
,糾山

30）
境
24）

蝋24) ,甑24) ,肚24）
I"24) ,三鯛臘21）
鞘

25）
,鼠諦

熊ﾆXIIIM
中帽

21）

熊鯛＃
9

21）

21）

棚
,鯛

賂鯛悌
21》

21》

21）

21》
,雛

温泉町

扇ノ山

和光
l）

1）
菅原

畑ヶ平

1）

29

９
，
Ｊ

来
上
山

春
海
上

11）

16）

16）

霧ヶ滝

桧尾

青下
2）

16）

16）

9 鐘尾

伊角

田中

30）

3）

3）

肥前畑

熊谷
3）

3）

井土

中辻

千谷

湯

30）

3）

3》

30）

9

19）

19）

好

９
も
』
、
〃
、
Ｊ

Ｏ
５
５

３
２
２

ロ

棚
鎭

９
１

１
１
ｊ

９
９
０

鰯
前

０
０

０
１
Ｊ
、
』

４
５

２
２

１
１
３
必
谷
？
巾
山

炉
ｍ
幽
皿
間
０
Ⅲ
Ⅲ
門
喧
嘩
蝿
”
Ｌ
ｍ
Ⅶ
川

船
Ⅱ
吉
同
０
，

９
０

24）

19）

30）

伽
鯛

０
も
〃
、
〃

５
４

紬
２
２

畷
柵

美方町

熱田”，美方高原
2）

神水
37）

石寺

小代スキー場

田
屋
谷

貫
新
大

3

）
3）

3）

，

3）

37》

秋岡

忠宮

ｊ
ｊ

３
３

,久須部
3

９
も
〃

鼠ﾊﾁｽｷ-:'9) ,燃随'9》
一二齢'9) ,鵜'9) ,躯24）
鬮腿24) ,賊24) ,籍24》
鴇24) ,知24) ,鯛#24）
"24),MI24),m'9)

神戸市
六甲山

1）
有馬町

淡河

12）

12）

,箕谷
12》
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播磨地方の長翅目

大貝秀雄

1種はイッシキガガンボモドキ(Bj"cMsissjM

Miyamoto)と考えられるが雄が未見で確定できて

いない。 2種目はトガリパガガンボモドキ(B"-

"“s腕妬鰄肋Navas)に近縁な未記載種である。

最後はクロヒメガガンボモドキ群のBiZmcus"F･-

sMs Miyamotoまたはそれに近縁な未記載種で、

これも成熟雄の材料がなく同定は留保される。

播磨地方の長翅目(Mecoptera)といえば、こ

の地を基産地とする種が存在するにもかかわらず

従来あまり注意して調べられたことがなかったよ

うである。日本全体では3科4属40種余りが既知

で、まだかなりの数の未記載種が残されているの

が現状である。その内訳はシリアゲムシ科（ん‐

"o叩肋ze)ではシリアゲムシ属(H"oFW) 30種2

亜種、南西諸島のみに産するⅣと"α"o柳属1種、

シリアゲモドキ科（肋"oFpodime)シリアゲモド

キ属（肋"o叩odes) 3種、そしてガガンボモドキ

科(Bi"cime)のガガンボモドキ属(Bj"")

10種である(以上、疑問種も含む)。筆者はこれら

のうちシリアゲモドキ属1種（肋"oWodes p""-

"xMsM'Lachlan)とシリアゲムシ属の6種（随一

"o加伽vic""血加Miyake,肋"o叩α”邸"施s伽加

Miyake,〃"o叩αpFyerjM'Lachlan,肋"o叩αﾉ叩o‐

"jCaThunberg,〃"o『pα〃Qizo"α"Miyake,肋"or‐

p""kE"o"ch〃Miyake)を播磨地方のシリアゲム

シ科として確認した。これは兵庫県に分布し得る

既知種のうちキバネシリアゲ(M"o叩aochr@ceo-

pFMsMiyake)ただ1種を除く全種を網羅してい

る。また、これらとは別にRpJy師に近縁の未

記載種1種とR岬o"肋に近縁で未記載の数種

が今回あらたに見出された。前者は鳥取県大山な

どでも採集されており近く命名されると思われる

のに対し、後者はまだほとんど実態が不明で今後

の大きな研究課題となる。さらに既知種の中でも

即"eI･jには疑問点があり、将来別亜種または別

種に分けられる可能性がある。以下、播磨地方で

確認されたシリアゲムシ科について筆者の観察記

録を中心に各論を述べたい。

なお、ガガンボモドキ属も播磨地方で少なくと

も3種の分布を認めている。しかし、いずれの種

も問題点が残されているため今回は詳述を避ける。

キシタトゲシリアゲ（肋"oWa血肋“狸血吻Mi-

yake)

小型、黒色で雌雄とも第六腹節以降が黄褐色。

翅は大部分が無色透明で縁紋から斜め内側に走る

細い1黒条を持つ(図1-a)。雄の第六腹節には上

向きの小さな鰊があり、本種を含むトゲシリアゲ

群の特徴となる。本種は原色昆虫大圖鑑Ⅲ(北隆

館)でキリシマシリアゲ("加柳肋岫加αe"s応

Issiki)として解説されているものと同一種であ

る。はじめ播磨・上高地・霧島から得られた材料

が別々に記載され、後に同種と認められて表記の

学名が採用されることになった。その基産地は播

磨であり、おそらく播州高原から千種高原の間の

いずこかであったろうと推測される。

本種の分布は東北地方の南半から四国・九州と

広い。従来はかなり標高の高いところに生息地が

限られるとされていたが、播磨地方では局地的な

がら標高100m程度の丘陵地にまで生息している。

千種高原では5月下旬から7月上旬まで、相生市

では4月下旬から5月末頃まで見られる。明るい

ところを好む性質が強いらしく、 日当たりの良い

マント群落上を活発に飛び回ることが多い。

余談になるが本種は筆者がシリアゲに引き込ま

れるきっかけとなった記念すべき種である。 1994

年に相生市で最初の試料を得たとき北隆館の図鑑

に示されていた産地が九州の山地だけであったこ
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とに驚き、朝比奈正二郎博士から福岡市の宮本正

一博士を御紹介いただいた。それ以来筆者からは

次々と標本を御送りし、そのたびに宮本博士から

は懇切な御指導をいただき今に至っている。

[採集地］

相生市矢野瓜生(100m) : 131f7-V-1994, 13

3早早3-V-1995, 1早4-V-1995, 3337-V-

1995, 1印1早20-V-1995，南光町西下野(200m)

： 2333早早25-V-1996,南光町船越(200-300

m） ： 1早25-V-1996,千種町西河内(800m) :

2砂31f27-V-1995, 2331旱17－Ⅵ-1995,千

種町三室山(1, 100-1,300m) :2印鈩3早早24-VI-

1995。

： 1早3-V-1995, 2研伊4-V-1995, 136-V-

1995,上郡町行頭(120m） ： 1早28-V-1994，上

郡町野桑(100-120m) : 131早 （テネラル) 30－Ⅳ

-1995, 133-V-1996,南光町西下野(200m) : 1

早25-V-1996,南光町船越(200-300m) :233

25-V-1996,千種町河内(400m) :W25-V-

1996,千種町西河内(800m) :1327-V-1995,

千種町三室山(1, 100-1,300m) 3ケ33早早24-Ⅵ

-1995。

プライヤシリアゲ（肋"oJ郷"""M'Lachlan)

体は大型だが軟弱。体色は黒く、胸側と肢などは

黄色。口吻の両側にも先端に向かい細くなる黄条

を持つ。腹部の結合膜は鮮やかな淡黄色で雄の生

殖節は淡黄褐色。翅には特有の黒斑を現す(図1-c)。

播磨地方では4月下旬から6月末頃にかけて出現

し、低山地の山裾で小流沿いによく見られる。

以上の特徴から本種は留保つきで即〃師と

判断される。これは北海道の低地から四国・九州

の山地まで広く分布し、翅斑や体色にはかなりの

変化がみられるとされているものである。しかし

ながらそれらの変異はヤマトシリアゲ（〃"oJpα

仰o"icnThunberg)にみられるような同一産地で

の個体差ではなく、一定の圏内では非常に安定し

た形質が表現されているようである。筆者がこれ

までに検することのできたのは播磨産のほかに徳

島・栃木・山形・北海道の標本のみであるが、こ

れらはそれぞれに固有の体色・翅斑を持つのみな

らず雄生殖節の外観にも若干の相違点が観察され

た。今後より広範に試料を入手して詳細な検討を

する必要があるが、本種は将来いくつかの亜種ま

たは種に分割される可能性がある。例えば、これ

まで200m以下の低地でしか確認されていない播

磨産と1, 100m以上の高地でのみ見られる徳島産

の間に亜種レベル以下の差しかないとするのは不

自然であろう。当面の課題では、播磨の低地性群

と関東一中部の高地性群の分布域が不連続かどう

かを確かめることにある。

ホソマダラシリアゲ（肋"oFpa腕""加Sc加勉Mi-

yake)

プライヤシリアゲ（肋"oFp"pFyerjM'Lachlan)

に近縁な種であり体は軟弱で小型。翅斑も基本的

にはRpFy師と類似のパターンを呈するが断片

化して細かいまだら模様となる(図1-b)｡

本種はキシタトゲシリアゲ伽"o柳允Mca"-

血加Miyake)とは対照的に日陰を好む性質が強

く、下草の中に潜んでいる場合も多い。また播磨

産のほかのシリアゲにはみられない行動であるが

葉裏に隠れている姿もしばしば観察される。静止

時には翅を立てぎみに体側にぴったりつけている

ため一見しただけではシリアゲとは気づきにくい。

さらに雄でも腹側は静止時に翅の下に隠れて見え

ない。

本種の分布域は北陸以西の本州に限られ、九州

・四国・近畿南部から中部地方などに各々近縁の

別種が分布する。播磨地方では低山地から高地ま

でかなり普遍的に見られ垂直分布が厚い。相生・

上郡では4月下旬から6月末まで、千種町の高地

では5月下旬から7月中旬まで見られる。

[採集地］

相生市矢野釜出(150-200m) :23ケl早5-VI-

1994, 1320-V-1995,相生市矢野瓜生(100m)
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ヤマトシリアゲ伽"o『加血"o"伽Thunberg)

本種は北海道南端部・本州・四国・九州の平地

から低山地に最も普通な種である。江戸時代、

1775年8月から1776年11月まで日本に滞在したス

ウェーデン人C.P.Thunbergにより1784年に記載

された種で、 日本から報告された最初の長翅目昆

虫である。本種の分布状況から推定して長崎の出

島で彼自身が採集した標本に基づき記載された可

能性が強い。しかし彼は1776年にオランダ商館長

の江戸参府に随行して途中多くの植物を採集記載

していることから、その際に本種が採集された可

能性も否定できない。

本種の翅斑や体色には様々な変異があるとされ

ており、播磨においても例外ではない。相生市・

上郡町などでは4月下旬から6月下旬まで雌雄と

も肢を除いて全身黒色のものが現れ、 7月中旬か

ら9月中下旬まではfM4gi として区別される雄

の体色が赤みがかった黄褐色のものが出現する。

前者は翅斑の変化が著しく体長も大小様々である。

その両極のものを写真に示しておいた(図2-a,b)｡

後者では翅斑・体長ともあまり変化がない。これ

ら二型は年二化の季節型とみなされているが、こ

のことは完全に証明されているという訳ではない

ようである。

一方、千種町西河内や波賀町氷ノ山などの高地

には7月から9月に外見的には本種との区別が難

しい種々のタイプの黒いシリアゲが出現する(図2

-c,d)。ところがこれら雄の陰茎を調べてみると

全く異なる複数の未知種が同所的に発生している

らしいことがわかってきた。図4に、それらのう

ち典型的な4タイプの陰茎の略図を示した。図示

した以外にも更にいくつかのタイプが観察されて

いる。同一地域に産する個体間で陰茎の構造が互

いに明らかに異なるならばそれぞれが独立種であ

ると認めざるを得ないであろう。しかしながら今

のところ余りにも例数が限られていることと雌雄

の対応が全く不明であることから実態の解明には

時間を要すると思われる。ただ少なくともひとつ

[採集地］

相生市矢野釜出(150-200m) : 1早5－Ⅵ-1994,相

生市矢野瓜生(100m) : 1320-V-1995,上郡町

佐用谷(100-150m） ： 1早29-Ⅳ-1994,上郡町柏

野(60m) : 1旱2-V-1994,上郡町旭日(200m) :

1早5-V-1994, 133-V-1996,上郡町野桑(100

-120m) : 1早21-V-1994, 1322-V-1994, 1f

(目撃) 30-Ⅳ-1995, 4印印3早早3-V-1996,

53印3早早26-V-1996,南光町西下野(200m) :

3早早25-V-1996。

肋"o叩nsp・

形態、翅斑ともプライヤシリアゲ（ん"o柳

pFyeri M'Lachlan)と酷似しており、従来はR

pryerj の一地方型と考えられてきた(図1-d)。生

態的にも即"eri との類似性が高いと思われ、

他の地方で高地性の即〃師が見られる環境と

同様、付近に緩流のある林道沿いで発見されてい

る。

本種の識別点は前後翅の前縁に基部から縁紋の

手前に至る太い黒条を有することである。ことに

前縁室(costal space)の全体におよぶ着色は

即〃eJ･jとは明確に異なる特徴である。雄ゲニタ

リアの構造にもRpFyeri との相異点が認められ

る(宮本正一、私信)。しかしながら、播磨で唯一

得られた雄の標本は宮本博士のもとにあり、ここ

では紹介することができない。千種町西河内のほ

かに本種の分布が間違いないもしくは間違いなか

ったと思われるのは鳥取県大山とかつての音水国

有林である。音水産は1958年に採集された雄の標

本写真がプライヤシリアゲ南方型として保育社の

原色日本昆虫図鑑(日浦、 1977)に示されている。

さらにごく最近、長野県でも本種と思われる試料

が採られたとの情報を得た。

[採集地］

千種町西河内(800m） ： 1早（テネラル；目撃記録）

27-V-1995, 131f l7-VI-1995, 1早 24-Ⅵ－

1995。
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のタイプ(図4-d)はRjqpo"伽の標準的な個体と

同様の翅斑を持ち陰茎もよく似ているので〃α‐

pofz伽と同定してもよいだろう。一方で、これ

と寸分違わぬ翅斑を持ちながら陰茎が全く異なる

例もある。図2-dはR岬o"伽との翅斑の違いが

比較的はっきりした標本である。なお、播磨地方

は近縁種であるキバネシリアゲ（肋"o叩aoc"m－

ce叩e""is Miyake)の分布域に含まれているが、

その基産地のひとつである日光産の雄標本と比較

して一致した特徴を示すものは見出されていない。

[採集地] (Rjqpo臓加）

相生市矢野町小河(50-100m) : 1f(f.klugi) 11-

Ⅸ-1993, 10ダダ3早早(f.klugi) 25-m-1996,相

生市矢野瓜生(100m） ： 1早(テネラル) 7-V-1994,

1印(テネラル) 3-V-1995, 134-V-1995, 1旱

（テネラル) 6-V-1995, 2ケ37－V-1995, 132

早早20-V-1995,上郡町金出地(150-200m) :2

伊伊(f.klugi) 12-K-1993, 13(f.klugi) 17－Ⅶ

-1994，上郡町岩木(100m） ： 1早(f､klugi） 15-Ⅸ

-1993, 135-V-1994,上郡町山野里(50-100m)

： l早(テネラル) 30-Ⅳ-1994,上郡町野桑(100-

120m) : 1早(f・klugi) 3-Ⅸ-1995,上郡町高山

(100m) : 1例早砿肋4gi) 3-Ⅸ-1995,小野市福旬

（50-100m） ： 131早6－V-1994，南光町西下野

(200m) :23印1早25-V-1996。

[採集地］ （不明群）

千種町西河内(800m) :23ケ4早早 15-Ⅶ-1995,

3早早2－Ⅸ-1995, 2伊鈩1早13-W-1996, 4ケ31

早3－Ⅷ-1996, 4ヶ印1早24-m-1996,波賀町(氷

ノ山、 1,000m) : 131flO－Ⅷ-1996。

は頭胸部背面が黒褐色になるほかは全身が鮮黄色

である。成熟個体は黒褐色になり肢のみ黄褐色。

本種の分布は広く本州の大部分と九州で700-

1,800m程度の山地に7月から9月まで出現する

とされている。播磨でも標高800mの千種町西河

内などで7月に未熟個体が、 8月から9月に成熟

個体が観察されている。

[採集地］

千種町西河内(800m) : 2ヶ研(テネラル) 5-W-

1995, 1ケ(テネラル） 22-Ⅶ-1995, 1鄙3早早2－

Ⅸ－1995， 133－Ⅷ-1996，波賀町(氷ノ山、 1，000

m) :3ヶ研1早10-Ⅷ-1996。

ホシシリアゲ（肋"o刷如kero"cMMiyake)

雄は第三腹節背板が後方へ棒状に著しく伸びて

特異であり、それに伴い腹節の外形も特徴的とな

る。翅斑は雌雄とも同属の他種とはかなり異なり、

前後縁に沿って不連続な黒紋が並ぶ(図3-b)。体

色は雄では複眼などの一部を除いて全体鮮黄色を

示し、雌では黒味が強い。本種は本州西部と四国

の山地に見られる。本州中部、北陸地方の一部、

九州と本州西端部にはそれぞれ別種が分布する。

本種の基産地(土佐)に近い徳島の個体と比べると

播磨産の個体は少し小型で翅斑にも減少・単純化

の傾向が認められる。

文献上は本種の成虫は5月下旬から8月まで

300m以上の山地で出現するとされている。しか

し筆者が播磨地方で確認できたのは下記の例のみ

であり、標高800m前後において8月上旬から9

月上旬に限定されている。

[採集地］

千種町西河内(800m) : 1早2-Ⅸ-1995, 132早早

3-Ⅷ-1996, 1324-Ⅷ-1996。

ミスジシリアゲ（肋"o叩""mommMiyake)

ヤマトシリアゲ(H"o叩α仰o"ic"Thunberg)

と同じグループに属するが外観はかなり異なる

(図3-a)。体も翅も〃叩o"卿に比べて細く、特

に雄の腹部第七節が第八節と同様に細長い点が特

徴的である。翅にはその名が示す通り雌雄とも3

本の明瞭な黒帯を有する。播磨産のテネラルな雄

スカシシリアゲモドキ（肋"oWoWspamd砥恋M'

Lachlan)

本種は播磨に分布する他のシリアゲ類とは異な

りシリアゲモドキ属（肋"oWodes)に分類される。
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知識と材料の不足が否めない。特に播磨につづく

中国地方と北近畿から中部地方にかけての試料は

極めて重要度が高いにもかかわらず、まだほとん

ど持ち合わせていない。姫昆会員諸兄からの御援

助がいただけるならば、このうえない幸せである

(三角紙包みの乾燥標本で十分ですのでぜひよろ

しくお願いいたします)。

最後になったが、この報告をまとめるにあたり

同定の労をとっていただき終始貴重な御指導をた

まわるとともに本稿を御校閲いただいた宮本正一

博士に深く感謝する。また宮本博士を筆者に紹介

して下さった朝比奈正二郎博士に御礼申し上げる。

〃"o叩o血s は腹部第六節が背板と腹板に分離す

ること、翅脈の相違、幼虫時における腹節の違い

などでシリアゲ属(genusRz"oW",R"zo叩伽αe)

とは明瞭に区別され別亜科(H"o叩α加αe)に配

置されてきた。しかし近年、海外での研究により、

日本と朝鮮半島に局在する本属と北アメリカに分

布する別属のために独立した科(Panorpodidae)

が設けられたようである。本州・四国・九州に広

く分布する本種には多くの地方変異や多型が知ら

れ、特に雌の翅斑は多様である。播磨産の雄は体

色が黄褐色、翅は榿黄色で美しく縁紋のみが不透

明となる(図3-c)。雌は体背面の大部分が黒色で、

翅は雄と同様のものからホシシリアゲ(""oゆa

"ke"o"c"〃Miyake)とプライヤシリアゲ（肋"or‐

脚pFyeriM'Lachlan)の中間的な顕著な斑紋をも

つものまであり種々の中間型が見出されている

(f血comm)。ただし、南光町では採集品以外に

もかなり多数の雌を観察したが100％が翅に黒斑

の発達したタイプであった(図3-d)。翅斑の表現

型が何らかの外的要因に支配されている可能性も

示唆され興味深い。千種町での出現期は5月下旬

から7月上旬までである。中部高地などから知ら

れている短翅型雌や、徳島県剣山に分布する全身

黄褐色の雌、滋賀県・徳島県など各地に低い頻度

で出現する端紋型(ツマグロ型メ叩icnlis)の雌な

どは今のところ播磨地方では確認できていない。

[採集地］

千種町西河内(800m) :3研31早27-V-1995, 1早

17-Ⅵ－1995， 2早24－Ⅵ－1995， 千種町三室山

(1,200-1,300m) :2333早早24-Ⅵ-1995,南光

町船越山(200-300m) :3ケケ4早早25-V-1996。
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＜後記＞

筆者は1996年3月より徳島に転居し、その後は

引き続き四国の長翅目を調査しはじめている。播

磨地方のシリアゲムシ科については不十分な点が

多いながらも、ひとつの区切りと考えて今回の報

告をまとめることにした。しかしながらまだまだ
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d:P""oFpasp. 3 (西河内産）

図3

a：比"omaかjzo""raMiyaked! (西河内産）

b: Pα"om"mke"oIJcMMiyake早 （西河内産）
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d:""oFpodesp""oxIJsM'Lachlan早(船越産）

図1

a:""oJpαβ脚vjc"""α"αMiyakeJ, (矢野瓜生産）

b:""o7pa加剛"た”α"αMiyakef (矢野釜出産）

C:m"o中αp〃eriM'Lachlan3 (野桑産）

d:Pα"oFpcSp･ 早 （西河内産）

図2

""oゅajapoFzicgThunbergおよび近縁な不明種

a:P4"zoJpqjzZpo"jcQThunbergJ (岩木産）

b:Pα"oノアαj叩o"jcQThunberg旱 （矢野瓜生産）

C:PQ"oFpaSp. 旱 （西河内産）

図4

P""oやαノqpo"icq Thunberg関連の不明種群4個体の陰

茎略図。すべて西河内産。
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南 国 採 集

花岡正

記

れ持ち帰ればあるいは羽脱するかも。満田原林道

ではスダジイ、アカメガシワからノブオフト、ウ

スイロフト、ヤノヤハズ、ニッケイからハッタア

メクロが羽脱。ヨツスジカミキリのホスト、クロ

ツグは西崎公園、宇良部岳、祖内と比川間の道路

沿いに有り、羽脱口が見られた。成虫は2年間に

渡り羽脱、乾燥に強い様子。

他にフトガタヒメ、ワモンサビ、ゴマフサビ、

ハヤシサビ、フタホシサビなど。ヨナグニジュウ

ジクロはN氏がホスト不明だが10頭余り羽脱させ

た。幼虫の割に成虫になり羽脱する個体が少なく、

できるだけ乾燥に留意、工夫しなければ、ノブオ、

ウスイロは数が少ない。

蝶ではツマベニ以外にクロテンシロ、タイワン

モンシロ、タイワンシロ、スジグロカパマダラ、

オオゴマダラなどがマントの辺りや、マントの間

の細い道沿いの花に見られた。タテハモドキも西

崎公園で、その中でもコモンタイマイが一番のニ

ュースらしい。 1月だと言うのに成虫で採集され

たのは1996年が初めてらしい。例年だと11月位で

成虫は見られなくなるらしい。ポイントはアオス

ジアゲハと同じ様な行動らしく、高所を飛び廻り、

時々マントの辺りに降りてくるのでこれを採集す

るとの話で、満田原林道の少しテンダバナ寄りの

細い道の足場の良い所が良いらしい。T氏もゲッ

ト、短期間でも与那国は良い島だ。

キマダラヒメミヤマ 1996.4.26宇良部岳

ホストハゼ

ノプオフト 1996.6. 15満田原林道

ホストスダジイ

ウスイロフト 1996.7. 9宇良部岳

ホストアカメガシワ

ヨツスジ 1996.7. 8宇良部岳

ホスト クロツグ

ハッタアメイロ1996.7. 12満田原林道

ホストニッケイ

イリオモテトラ 1996.6.22宇良部岳

＜与那国編＞

1995年1月4,5日、 1996年1月3～5日の2回採

集に与那国へ渡った。 2回共、石垣島の採集とか

けもちだったので短い急がしい行程だったが、カ

ミキリがそこそこ採集、羽脱し成果が上った。南

国で気温も高くツマベニの姿がそこそこ見られ仲

々気持ちが良かった。宇良部岳、テンダバナ、祖

内部落、西崎公園、満田原林道で採集、宇良部岳

頂上までは車で上れるが、道路から少しそれると

足が仲々進まないブッシュの状態。中腹から頂上

にかけハゼ、アカメガシワ、ガジュマルがあちこ

ちに見られる。ガジュマルの根元の草の上でキボ

シの成虫をゲット、成虫はこれだけ採集したのみ。

ハゼはキマダラヒメ'ミヤマのホストなのであち

こち見て廻るが、枯れ枝、倒木はほとんど無く、

新しい倒木はダメ、古くなるとウスイロフトだっ

たりで結局1頭羽脱したのみ。いろいろの人の話

や、 2回の採集からハゼの折れた枝の幹側の部分

が良い様でT氏はガジュマルの同じ様な状態の部

分から羽脱させたとの話を聞いた。ウスイロフト、

ノブオフト共に頂上付近のハゼ、アカメガシワ、

スダジイから少しずつ羽脱、ガジュマルからキポ

シ、サキシマトゲムネ、ヨナグニゴマフが、麓の

ニッケイからイリオモテトラが羽脱。アコウ、ガ

ジュマル共にヨナグニジュウジクロは羽脱しなか

った。

祖内部落のフクギの倒木からキボシを割り出す。

この木からヨツスジトラ、ムモンアカネトラ、

イツホシシロ、ヨナグニゴマフが羽脱。テンダバ

ナの竹を見て廻ると、 10m/m前後のカミキリの羽

脱孔が有る。サビアヤかもと適当に持ち帰るが結

局羽脱せず、ササの頂上からウスアヤを採集、幼

虫もかなり見つけたがこれ又羽脱せず、石垣、オ

モト岳のゴダケザサも2回オモトウスアヤをと思

い持ち帰ったがこれも羽脱せず、石垣嵩田林道の

タケからサビアヤを羽脱させた位で水分の為か仲

々難しい°ピン類に水をさし、この中にタケを入
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ホストニッケイ が見られるが、花が咲いていて枯れヅルがほとん

ど無いが、タイワンシラホシサビを1頭羽脱させ

た。ここから少しオモト寄りにアカメガシワが少

し有りヤエヤマホソバネとオモトビロードのポイ

ントだ。オモトビロードは樹の幹に荒い食い後を

出しているのでこれが目ジルシだ。このポイント

からオモト岳下の広場までと、嵩田林道にはカラ

スザンショウが多く、シロアラゲ、 リュウキュウ

ヒメアメクロ、キボシ、タイワンメダカが羽脱し

た。

オモト岳の中腹までは、木も高く原生林という

感じだ。イシガキフト、サキシマフト、キマダラ

ヒメヒゲナガ、ヤノヤハズ、ヒロオビオオゴマフ、

ニッポンモモブ卜、ケルシュウムが羽脱。毎回ヤ

ンバルアワブキを持ち帰るがムモンウスアオは姿

を見せない。やはり枝では無く根元か根に入ると

いう話が本当らしい。頂上はアサヒナキマダラセ

セリのいるゴダケザサの笹原が広がりこの下まで

は、バリバリ、ニッケイ、エゴノキなどが混る。

バリバリは枯れ枝が少なく、Y氏がイシガキイト

ヒゲを1頭羽脱させたが私はアメクロが羽脱した

のみ。 1996年にエゴの先の無い1m余りの株を見

つける。樹皮にカミキリの荒い喰いあと、木を切

断するとミカンを輪切り状態に3cm位いのカミキ

リの幼虫が見られた。穴を少しつめ持ち帰った所

やはり思った通りにフトヒゲウスバとコゲチャフ

タモンが羽脱。同日に材箱の右側にフトヒゲウス

バ、左側にコゲチャフタモンを見つけたときの興

奮、仲々こんな機会は無いものだ。エゴを持ち帰

った少し下辺りでW氏が樹種不明だがトゲウスパ

を羽脱させたとの話。四国、沖縄でもモチから羽

脱させた話を伝え聞いたり、R氏の採集した枝を

見せてもらいバンナ岳、嵩田林道でモチを探すが、

食い入っている様子は見られなかった。北側の尾

根筋のモチが良いらしいが、一度採集に行きたい

ものだ。R氏は他にもニッケイのマツダクスベニ

の材も採集されていた。同じポイントとの話。尾

根筋まで登るらしいので体力勝負の様子。吉原で

は、仲筋御嶽の林でクロヨナからフタツメイエ、

ムネコブゴマフ、オキナワゴマフ、ムネモンアカ

トラ、タブからオガサワラチャイロ、ムネスジウ

＜石垣編＞

1990年、 1992年、 1995年、 1996年の1月ばかり

に採集に行った。カミキリは約50種、タマムシは

10種弱、蝶も少々採集。採集地は、バンナ岳附近、

オモト岳から嵩田林道附近、ウラオモトの附近、

平久保など、やはりカミキリが主な採集目的で、

主な物で

タイワンツツサビ 1990.5. 14, 1992.5.28

平久保

イシガキフト 1990.5.24オモト岳

ホストスダジイ

ヤエヤマホソバネ 1996.5.27米原

ホストアカメガシワ

オオパヤシトゲヒゲトラ 1996.6. 9オモト

サキシマトゲヒゲトラ 1996.6.22 ウラバンナ

公園ホスト スダジイ

イリオモテトラ 1996.7. 4吉原

ホストタブ

オガサワラチヤクロ 1996.7. 13吉原

ホストタブ

ムネマダラトラ 1992.5.28米原

ホストキリの一種(タイワンギリ？）

コゲチヤフタモン 1996.6.24オモト岳

サキシマコブヒゲナガ 1992.6. 1 オモト岳

チュウジョウトラ 1990．7． 5オモト

イシガキトガリパサビ 1996 etc.

パンナ岳からウラバンナ公園の辺りのモチ、ニ

ッケイetc.からニッポンモモプト(多)、シイ類か

らサキシマトゲヒゲトラ、ヤエヤマフト、アカメ

ガシワからヤエヤマホソバネが、ビワの細枝から

リュウキュウヒメアメクロが羽脱。オモト部落か

らオモト岳にかけてところどころにポイントが有

る。墓地の辺りはチュウジョウトラが確実に採集

出来るのは石垣でもこの辺りだけと言う話だ。偶

然、 1990年に墓地の入り口の倒木の枝を折ると成

虫が見られ、この木の枝を持ち帰ったが数はあま

り多くなかった。その後も石垣に来る毎にこの辺

りでチュウジョウをねらうが数はやはり多く無い。

墓地から畑の中を通っていく辺りにカラスウリ
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ツマムラサキマダラ

ヤエヤマムラサキ

スバ、米原キャンプ場はオオハマポウ、クロヨナ

が多く、ヤエヤマケシ、オキナワゴマフが多い。

ヤエヤマヤシ園の入り口のキリ、アカメガシワ

混りの薮からY氏がムネマダラトラを見つけた。

7～8'n/mから16ミリ前後の個体まで羽脱して来

て模様も美しく数多く採集したいものだ。

アカメガシワからはヤエヤマホソバネが羽脱、

せまいポイントだが毎回石垣に来ると採集に必ず

向かいたい所だ。平久保ではカズラからタイワン

ツツサビ、ヘクソカズラからイシガキトガリバサ

ビ、クサギからカスリドウボソ、ウスバ、イシガ

キゴマフ、他にY氏がヤエヤマフトを羽脱させて

いる。

タマムシは名蔵のリウシジからキボシフナガタ

タマ(1992.6.3など)、アヤムネスジタマ、 リュウ

キュウヒラタタマ、ミドリナガボソタマ、オキナ

ワムツポシタマなど、クワガタはサキシマヒラタ

クワガタをクスノハエノキの樹液に来ている個体

やこの木の根元の土の中から1992. 1.2から3日に

採集、N氏もアカメガシワの樹液に来ている個体

を採集している。

蝶はパンナ岳からウラパンナ公園でクロコノマ、

タイワンシロ、ナミエシロ、ツマベニ、オオゴマ

ダラ等や、オモト部落から嵩田林道でツマムラサ

キマダラやヤエヤマムラサキ、ヤエヤマイチモン

ジ、タテハモドキなどが見られ採集者も時々見か

けた。米原のヤエヤマヤシ園でタイワンクロボシ

シジミも採集、平久保ではカバタテハも飛んでい

た。

吉原でも蝶は多く、アオタテハモドキ、タテハ

モドキ、シロチョウ類、シジミ類が多い。林の中

の少し空間になっている所で、 1996年1月2日、

晴天に7～8m位いの木の上から下まで、幹から枝

先までスジグロカバマダラがビッシリ。反対側の

同じ位いの大きさの木にはリュウキュウアサギが

これ又同じ状況。何年か前にテレビで中南米、た

しかメキシコ辺りの山中の蝶の越冬状況の放送を

見たのとスケールは全く違うが同じ様子。空間に

は少し蝶が飛んではいたが、混り合わないのが不

思議で、カメラを持っていなかったのが残念だっ

た。

2嵩田林道

2 〃

2 〃

2米原

2平久保

1996. 1.

1996. 1.

1995. 1.

1990. 1.

1996. 1.

タイワンクロボシ

カバタテハ

＜奄美編＞

奄美へは1988年1月24,25日、 1991年1月13～

15日、 1994年1月l～4日、 7月l～3日の4回採集

に出かけた。行く毎に道路事情が良くなり空港か

ら宇検村まで車で行く時間が半分位いになった様

に思われる。

本勝峠、名瀬附近から中央林道、南川林道、湯

湾から福元、赤士山附近、油井岳附近で採集。

本勝峠アカマツからコブバネゴマフ、ニイタカ

ハナ、クサギからケブトハナ、マメガキからサ

ツマヒメコバネ。

名瀬附近アカマツからニイタカハナ、マツノマ

ダラ、ミミズパイからオオシマホソハナ、マル

オカホソハナ(マルオカのメインホストはアマ

シバと思う)、他にカギモンミドリホソトラ。

7月の成虫ではニッポンモモプトが多い。

中央林道この道は名瀬から北部山中を通り宇検

村までの道で、所どころ伐採された所や、伐採

後数年過ぎた所、吹き上げの尾根筋がポイント

になっている。イジュ、ホルトノキ、アデクの

花にはオオシマミドリ、オオシマホソハナ、ニ

ッポンモモブ卜、ヨツスジホソハナ、アマミト

ゲヒゲトラなどが採集出来た。 1996年7月4日

にW氏がフェリエベニボシが頭上のシイの枝に

止まった物を採集。同行者全員の目の前で採集

したあの後の約束を早く果たして下さい。アマ

ミネキには少し遅かった様子で6月中～下旬が

良い様子。イスノキからオオシマドウボソ、 リ

ョウブモモブト、他にキュウシュウチビトラ、

アカカワシロヘリトラetc.

南川林道入り口の川沿いの道にアマシパが少し

見られマルオカホソハナが多い。少し入った所

でタブの切りカブを見つけノコで切断。ものす

ごいカミキリの食孔。持ち帰ったらムネスジウ

スパが2年に渡り羽脱。他にこの木からコウノ
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ゴマフ、ニッポンモモブ卜が羽脱した。

宇検村から湯湾・湯湾から福元カラスザンショ

ウ、ニッケイ、カゴ、アマシバ、ハイノキ類、

ヤンパルアワブキがあちこちに見られる。カラ

スザンショウからコバルトヒゲナガコバネ、シ

バタヒゲナガコガネ、シバタアラゲサビ。コバ

ルトは皮のついている幹や枝、シパタアラゲサ

ビは皮の無い枝が良い様子。カゴからアマミル

リホソヒゲナガ、ヤンバルアワブキは福元に多

くキイロイトヒゲのポイントとの話。アマシバ

からアマミアカハネ、ヒゲナガホソハナ、オオ

シマホソハナ、ツヤアラゲサビ、マルオカホソ

ハナなど。ニッケイからタケウチヒゲナガコバ

ネ、シバタヒゲナガコバネ、他にオオシマミド

リ、フーケントラ、オキナワトビイロ。

赤土山附近成虫でオオシマゴマダラ、センノキ、

この峠から少し南に入った所に伐採地が有り、

ここが奄美で一番良い採集地になっている様だ。

材でイスからリョウブモモブト、アマミズマ

ル、 7月のナイターでキイロミヤマ、 トゲウス

パ、ムネスジウスパ、キマダラヤマなど。甲虫

でタイワンカブトムシ･…これは奄美未記録と

のこと。成虫採集ではオキナワトビイロ、ウス

グロトラ、アマミトゲヒゲトラ、オオシマミド

リ、ウスシロなど。他にフェリエベニボシ、ヨ

ツオビハレギ、アマミネキ、ムモンチャイロホ

ソバネが1995年から1996年にかけて採集された

ニュースが入ってきた。

油井岳ここはモリヤシロオビチビがマツの枯れ

枝から採集でき、材からも羽脱する。食コンが

小判形をしているので他の種類と見分け易い。

他にウスグロホソバネ。

ヤエヤマトラは住用、新村のミカン畠の附近、

ミカンの枯れ木に見られた。他にキイロアラゲ

は海岸沿いのカラスザンショウに多いが、コバ

ルトは少ない様子。中央林道のアカメガシワか

らオオハナノミが羽脱した。

蝶ではアカホシゴマダラのことを少し。同行の

T氏が名瀬の拝山で7月1,2日に20頭位い採集。

私も住用の新村の道路上、赤土山の伐採地、

福元で夕方テリトリーを張っている個体や、赤

土山の伐採地の道路沿いの50センチ位いのエノ

キにいる幼虫を見かけた。島のあちこちに居る

様で飛び方はウスバシロの様に流れる様にゆっ

くり少し高所を飛ぶ様だ。それと驚いたことを

もう一つ。中央林道の尾根筋で7月2日6時位

いから7時位いカミキリを待っていると樹上に

ものすごい数のアオバセセリが飛び廻っている

のを見た。これが皆アマミネキならなと何度思

ったことやら。

アラカワシロヘリトラ 1992．5． 5 中央林道

1991年の材より羽脱

キュウシュウチビトラ 1994.7. 6第二油井岳

羽脱

カギモンミドリホソトラ〃 、6．29名瀬近郊

オキナワトビイロ 〃 、6． 6第二油井岳

ホスト タブ

モリヤシロオビチビ 〃 、5．21 油井岳

ホスト アカマツ

トラフホソバネ(ウスグロホソバネ） 〃 、5．31

油井岳ホストアカメガシワ

ニイタカハナ 〃 、5．21 名瀬市

ホスト アカマツ

リョウブモモブトヒメコバネ 〃 .5. 11第二油

井岳ホストイス

マルオカホソハナ 〃 、5． 12名瀬市

ホスト ミミズバイ

フーケントラ 〃 、4．25福元羽脱

ホスト カラスザンショウ

コバルト 〃 、4． 13福元羽脱

ホスト カラスザンショウ

シバタアラゲサビ 〃 、4． 13福元羽脱

ホスト カラスザンショウ

アマミルリホソヒゲナガ 1991.7. 10赤土山

羽脱ホスト カゴ

他にタイワンクリイロシロホシ、コブスジサビ、

ヨツポシシラホシサビ、 リュウキュウルリポシ

etc・約40種余りが羽脱。

同行したN.Y.T.R.W. I氏などの記録

も勝手に載せましたが御容赦を。
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兵庫県相生市における蝶類の記録より

唐土洋一 ．

注）ギフチョウについては､過去に何回か報告

されているが確実なヂｰﾀ等が残っていないし、

草原性蝶類の衰退化がいちじるしい昨今、南方

系蝶類の分布拡大には目をみはるものがある。モ

ンキアゲハ、ツマグロヒョウモン、ナガサキアゲ

ハ、クロコノマチョウ、そしてイシガケチョウと

続く。更に、アオスジアゲハ、ホシミスジといっ

たところも増えているようだ。反面、ウラギンス

ジヒョウモン、ウラギンヒョウモンといったヒョ

ウモン類の仲間に出会う機会は少なくなってしま

った。

岡山県ではナガサキアゲハの台頭で、クロアゲ

ハが少なくなったと言われている。いづれ兵庫県

でも同じような現象が生じるかもしれない。

三濃山一帯にしか記録のなかったクロヒカゲモ

ドキも採集されたという噂はないし、クロシジミ、

シルビアシジミも同様である。アカシジミ、ウラ

ナミアカシジミ等のゼフイルスもめっきり減って

しまった。これまで、相生市より記録されている

蝶類は8科、 96種(うち迷蝶4種を含む)にのぼり、

日本産(土着種)232種として約4割が生息してい

たことになる。

かつ、放蝶等の疑いもあるので省いた。

2．シロチヨウ科： 8種

1）モンキチョウ（2）

2）ツマグロキチョウ（4）

＊3）キチョウ（1）

4）スジポソヤマキチョウ（5）

5）工ゾスジグロシロチョウ（5）

＊6）スジグロシロチョウ（3）

＊7）モンシロチョウ（1）

＊8）ツマキチョウ（3）
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＜内訳＞

＊印を付したものは自宅に飛んできた蝶を示す。

末尾の指数(1～5)はﾁｮｳによる自然度調査(兵庫県）

資料によるもので､参考として付した。

1 ．アゲハチョウ科： 10種

＊ 1）ジャコウアゲハ（3）

＊2）アオスジアゲハ（1）

＊3）キアゲハ（2）

＊4）ナミアゲハ（1）

＊5）モンキアゲハ（3）

＊6）クロアゲハ（3）

7）オナガアゲハ（4）

＊8）ナガサキアゲハ（2）

＊9）カラスアゲハ（4）

*10)ミヤマカラスアゲハ(4)
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6）クロヒカゲ（4）

＊7）ヒカゲチョウ（4）

8）クロヒカゲモドキ（5）

＊9）サトキマダラヒカゲ（4）

*10)ヒメジヤノメ(3)

*11）コジャノメ（4）

12）ヒメヒカゲ（5）

13）クロコノマチョウ（4）

注）ヤマキマダラヒカゲの記録もあるが、未確

認につき省いた。

8．セセリチョウ科： 12種

1）ミヤマセセリ （4）

＊2）ダイミョウセセリ （4）

3）アオバセセリ （4）

＊4）コチヤバネセセリ （4）

5）ヘリグロチャパネセセリ

6）ヒメキマダラセセリ （4）

＊7）キマダラセセリ （4）

＊8）ホソパセセリ （4）

9）オオチヤバネセセリ （4）

10）ミヤマチャバネセセリ （5）

＊11）チャパネセセリ （3）

*12)イチモンジセセリ (1)

＊23）ツバメシジミ（2）

＊24）ウラギンシジミ （2）

4．テングチョウ科： 1種

＊ 1）テングチョウ（3）

5．マダラチョウ科：1種

1）アサギマダラ（4）

6．タテハチヨウ科：23種

1)ウラギンスジヒョウモン(4)

2）オオウラギンスジヒョウモン

＊3）メスグロヒヨウモン（4）

4）クモガタヒヨウモン（4）

5）ミドリヒョウモン（4）

6）ウラギンヒヨウモン（4）

＊7）ツマグロヒヨウモン（3）

8）アサマイチモンジ（4）

＊9）イチモンジチヨウ（4）

10）コミスジ（3）

11）ミスジチョウ（5）

＊12）ホシミスジ（2）

13）サカハチチヨウ（4）

＊14）キタテハ（3）

＊15）ヒオドシチョウ（4）

＊16）ルリタテハ（3）

17）ヒメアカタテハ（2）

＊18）アカタテハ（3）

19）イシガケチヨウ（4）

20)スミナガシ(4)

＊21）コムラサキ（2）

＊22）ゴマダラチヨウ（2）

23）オオムラサキ（5）

(4)

9．迷蝶：4種

1）メスアカムラサキ

1966.8.25 1早川原町Col.石井満補

2） リュウキュウムラサキ

1967.11.3 1ケ川原町Col・松尾一

3）ヤエヤマムラサキ

1971.8.12 1伊川原町Col.石井満補

4）ウスイロコノマチョウ

19xx・xx・xx 1？相生(鰯浜)Col.浜中義則
ジャノメチョウ科： 13種

1）ヒメウラナミジャノメ（3）

2）ウラナミジャノメ（5）

3）ジヤノメチョウ（4）

4）ヒメキマダラヒカゲ（4）

1981．7． 19 1ケ矢野町三濃山1981．7． 19 1ケ矢野町三濃山

●７
申
中
＃

＜参考＞

近隣地区にいて、未発見の蝶

1）ギフチョウ…揖保川町 ‘

2）ウスバアケハ…新宮町

3）キマダラルリツバメ…龍野市

4）クロツバメシジミ…上郡町/赤穂市/龍

Col.入江照夫

5）キマダラモドキ（5）

1980.8. 1 1早矢野町三濃山Col.唐土洋一
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相生市に分布する蝶類を上記に基づき分類して

みると、

Aランク(絶滅危倶種）該当なし

Bランク(危急種） ムラサキツバメ・ヒロオビ

ミドリシジミ・オオムラサキ・キマダラモド

キ・クロヒカゲモドキの5種

Cランク(稀少種） シルビアシジミ・ミスジチ

ョウ・ヒメヒカゲ・ヘリグロチャパネセセリ

の4種

要注目種スジボソヤマキチョウ・エゾスジグ

ロシロチョウ・ウラキンシジミ・ウラナミジ

ヤノメ・ミヤマチャバネセセリの5種

上記以外78種＋迷蝶(4種）

野市

5）ホシチャパネセセリ…上郡町

2．兵庫県版レッドデータブックによる貴重性評

価区分

Aランク･…日本版レッドデータブックの絶滅

危倶種に相当

兵庫県内において絶滅の危機に瀕している

種等､緊急の保全対策､厳重な保全対策の必要

な種

Bランク…･日本版レッドデータブックの危急

種に相当

兵庫県内において絶滅の危険が増大してい

る種等、極力、生息環境、自生地等の保全が

必要な種

cランク…･日本版レッドデータブックの稀少

種に相当

特殊な環境に生息･生育する種､個体数の極

めて少ない種、分布域が極限している種等、

兵庫県内において存続基盤が脆弱な種

要注目種…･最近減少の著しい種、優れた自然

環境の指標となる種、特殊な分布をする種等

の貴重種に準ずる種

今みられない｡…兵庫県内での確認記録、標本

がある等、かっては生息・生育していたと考

えられるが、現在は見られなくなり､生息･生

育の可能性がないと考えられる種

地域限定貴重種…･兵庫県全域で見ると貴重と

はいえないが、兵庫県内の特定の地域におい

てはA, B, C,要注目のいづれかのランク

に該当する程度の貴重性を有する種

未確認貴重種･…兵庫県内での生息・生育の可

能性が相当あるが、現在のところ確認されて

いない種で、県内で確認されればA, B, C,

要注目種のいづれかにランクづけされる種

要調査種･…本県での生息・生育の実態がほと

んどわからないこと等により、現在の知見で

は貴重性の評価ができないが、今後の調査に

よっては貴重種となる可能性のある種

3．最近、観察記録がないものとしては

ヒメキマダラヒカゲ、キマダラモドキ、クロヒ

カゲモドキ、ウラギンスジヒョウモン、ウラギン

ヒョウモン、ヒロオビミドリシジミ、ウスイロオ

ナガシジミ、ウラジロミドリシジミ、クロシジミ、

シルビアシジミの10種である。

兵庫県版レッドデータプックに記載のある蝶と

しては、キマダラモドキ、クロヒカゲモドキ、ヒ

ロオビミドリシジミがランクB，シルビアシジミ

がランクCといったところであるが、減少してい

る蝶等についての評価は国や県、地域レベルによ

り相違してくるので、今後はより詳しい分布調査

により地域限定貴重種の枠を広げていく必要があ

る。

蝶類が減少していった原因としては、

①山村の過疎化により、田畑等が放置され山林の

手入れも滞り、下草として生えていた食草類は衰

退していった。…･キマダラモドキ、クロヒカゲ

モドキ、ウラギンスジヒョウモン、ウラギン

ヒョウモン

②ナラガシワ等の樹木は雑木として伐採され跡地

は放置されるか、植林されてもスギ、ヒノキであ

る。 ････ヒロオビミドリシジミ、ウラジロミドリ

シジミ

③伐採からまぬがれたとしても、樹木が高木化し

蝶の産卵に適さない状態になってきた。 ．…ヒロ
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栽培種であるユキヤナギ、 コデマリ等が人家の庭

に植えられることが多くなり、住宅地の中でもよ

く見られるようになった。

オビミドリシジミ、クロシジミ

④ほ場整備工事により、田畑の畦に生えていた植

物に変化が生じた。…･シルビアシジミ

⑤生息環境が開発等で変わってしまった。…･ヒ

ロオビミドリシジミ、ウスイロオナガシジミ、

クロシジミ

⑥要因不明…･ヒメキマダラヒカゲ

以上の6項目が考えられるが、反面、休耕田の

増加により食草が豊富になりモンキチョウ、キア

ゲハ等は増えている。キマダラモドキ、 ヒメキマ

ダラヒカゲは過去に1例のみの記録であり、偶産

的要素もありうる。

5． 自宅の庭に飛んできた蝶

私の住んでいるところは相生市青葉台、約400

戸ばかりの住宅地です。当初は、環境もよくヒメ

ヒカゲ(危急種)の発生地もありましたが、山陽自

動車道が開通したため生息地も破壊され、今では

騒音に悩まされるといった状況です。それでも、

自宅の庭に蝶の好む食樹(草)を植えたところ、現

在までに44種の蝶が観察出来たことは驚きです。

更に、蜜源となる草花等を植えておくとより以上

の蝶類が観察出来るのではなかろうか。
4．勢力を拡大してきた蝶

①文献によれば、モンキアゲハは1900年～1906年

にかけて非常な珍蝶であったそうで、気候の変遷

で県下全土に分布するようになったとある。

1950年代、相生中学校の裏山で毎夏1～2頭飛

翔しているのを観察出来たが、ネットインまでし

ばらく時間がかかったと記憶している。

②ツマグロヒョウモンも、秋に1～2頭見ること

が出来たという程度で、年によっては、全くお目

にかかれないといったこともあった。最近では、

幼虫越冬も確認され、街路のスミレからも幼虫が

見出される。

③クロコノマチョウは、 1971年頃から採集され始

め、 1990年に入って定着が確認された。今では、

卵～成虫までの全ステージが観察出来る。

④イシガケチョウも、 1971年頃より採集されてお

り、現時点では定着している可能性もある。

⑤ムラサキツバメも、公園、墓地等に植栽された

マテバシイに偶産したことがあるが、定着までに

は至っていない(注：市域のシリブカガシの自生

地には、 1976年に発見されてから今日まで生息が

確認されている)。

⑥アオスジアゲハは食樹であるクスノキ、タブノ

キ等が街路、公園等に多く用いられ、それと共に

数多く見られるようになった。

⑦ホシミスジも山地性で産地が限られていたが、

6．植えている食樹・食草･ ・ ・ ・ (鉢植え)も含む．

食樹：エノキ、エゾエノキ、 コバノクロウメモド

キ、キビノクロウメモドキ、アワブキ、アベマ

キ、 クヌギ、カシワ、 （ナラガシワ)、 （ミズナ

ラ)、 （ツクバネガシ)、シリブカガシ、 （マテバ

シイ）、 （シラカシ)、アカガシ、ウラジロガシ、

イチイガシ、 （アラカシ)、ウバメガシ、 （コナ

ラ)、ブナ、イロハカエデ、イポタノキ、カラ

タチ、サンショウ、 フユザンショウ、カラスザ

ンショウ、ウンシュウミカン、スダチ、キハダ、

コクサギ、ユキヤナギ、 （イヌビワ）

食草：ウマノスズクサ、 ミヤコアオイ、 ヒメカン

アオイ、サンインカンアオイ、 （コシノカンア
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相生市青葉台の環境

く 1996. 11. 3撮影 〉
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サンインカンアオイ(鉢植え）1卵塊10卵

2卵塊9卵

スズカカンアオイ(鉢植え）1卵塊8卵

どういう訳か､コシノカンアオイ、タマノカン

アオイ、カントウカンアオイ、ウスバサイシン、

フタバアオイには産みつけられていなかった。

オイ）、 （サンヨウアオイ）、スズカカンアオイ、

(カントウカンアオイ）、タマノカンアオイ、

(ランヨウアオイ）、ウスバサイシン、 フタバア

オイ、 ミツバ、キジョラン、スミレ、アリアケ

スミレ、タチツポスミレ、ビオラ・パピレオナ

セア(北米原産)、ホトトギス、ジュズダマ、ヤ

マノイモ
6月2日、何気なく庭のタマノカンアオイをみ

たところ、葉がなくなっている。

あれ、水をやるのを忘れて枯れてしまった？あ

わてて、周囲のカンアオイ類（ヒメカンアオイ、

スズカカンアオイ、タマノカンアオイ等）をみて

みると無い、殆ど無いではないか。残っているミ

ヤコアオイをかき分けてみると、終齢幼虫6頭が

発見出来た。庭のあっちこちを探したところ、計

10頭の終齢幼虫を発見したので、鉢および発泡ス

チロール製の箱に植えているヒメカンアオイに移

して、蝿化させた。

現在9頭が蝿で越年中、 自然状態で過ごせるも

のか踊化時の状態のまま放置している。蛸化は地

上部スレスレ、上向きで鉢および発泡スチロール

の壁に取りついていた。

7． ここ数年、継続的に幼虫が発見出来るものと

しては、モンキアゲハ、ナガサキアゲハ、キアゲ

ハ、アゲハ、 クロアゲハ、 ミヤマカラスアゲハ、

ゴマダラチョウ、テングチョウといったところで

す。ホシミスジは近所のユキヤナギより5月・ 7

月・ 9月に発生し、 自宅に飛んでくる。今年始め

て自宅のユキヤナギに踊がついていたと家内が見

つけきた（7月17日に13が羽化した)。ジヤコウ

アゲハは定着し5月・ 7月・ 9月に家のまわりを

優雅に飛翔している。最近はキハダよりルリシジ

ミが、 自生しているカタバミからはヤマトシジミ

も発生している。

8．今年(1”6年度)の珍事

ギフチョウが自然交尾し、卵を産んだことです。

今年は天候が不順で発生がダラダラと続いた。や

むなく踊のいくつかを放置しておいたところ、羽

化したものが交尾（1ペア)していたと家内より聞

いた。 4月17日、庭のヒメカンアオイに産卵して

いるのを目撃。念のため、庭のカンアオイ類を調

べてみたところ、何と123卵もみつかった。

(内訳）

ヒメカンアオイ(地植え） 1卵塊5卵

2卵塊8卵

3卵塊10卵

4卵塊10卵

5卵塊15卵

ミヤコアオイ （地植え） 1卵塊10卵

2卵塊8卵

3卵塊8卵

4卵塊12卵

（鉢植え） 5卵塊10卵

ギフチョウの蝿

く 1996. 12. 7撮影＞

あとがき

「私が蝶採集を始めたのは、中学2年生の夏休

みのときであった。そのとき採集した蝶の数は確

か30種だったと記憶している。そして、あくる年

より採集を続行し、始めて接触する蝶の姿に歓喜
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したものである。蝶を求めて山野を駆けめぐりつ

つあるうちに、自ずから山歩きの方へと魅力が転

嫁していった。それと同時に家庭の事情等も含め

蝶採集から段々と離れて行き、ときおり山歩きの

途中で可憐な彼女等の姿をカメラに収めたりする

方向へと移行していった。

1976年4月ひさびさに多可郡黒田庄町ヘギフチ

ョウの観察に行く機会を得、数年振りに彼女等と

対面した。彼女等も歓迎の意を示してくれたのか

念願の野外での撮影にも成功し何ともいえない気

持ちであった。ところで、昨今の農薬散布、森林

伐採、道路、ダムエ事および宅地造成等による自

然環境の激変により、昆虫相もかなり変化してき

た。我々蝶類愛好家は大自然の驚異に感嘆するの

みでなく、生命の畏敬を尊び、自らの手で自然を

破壊するようなことは厳に慎み、蝶類の保護に努

めるよう努力したいものである」…・(1976年4

月に姫路昆虫同好会発足時に寄稿したものより引

用）

20年を経た今日、周囲を取り囲む自然環境には

厳しいものがある。一部のナチュラリストは昆虫

類が絶滅、減少するのは“採集圧”によること大

であると叫び、昆虫採集の禁止を唱えている。今、

仮に昆虫採集が全面禁止されたとしたら、自然界

に昆虫は帰ってき、増加、繁殖するとでも思って

いるのだろうか。

特定地域の特定昆虫（例えば、ギフチョウ〈危

急種〉 ）は、確かにコレクターに狙われている。

しかし、それ以上に国土の環境破壊（宅地造成、

道路工事等）の方が早く、余りにも早く進んで行

き、地域の固有種を絶滅させてきた。

昆虫愛好家の数はたかがしれている。そして悪

質なコレクターは極ほんの一握りであり、こうい

った傾向はどの世界にでもあることではなかろう

か。

欲する昆虫の数は毎年減って行く傾向にあるが、

すべてが採集圧で減っている訳ではない。危急種

とされているギフチョウは開発により絶滅、ある

いはスギ、ヒノキ等の植林により減少への道をた

どってきた。たまたまそういった生き残りの地に

おいてネットを振ると白い目で見られるというの

が今日の姿ではなかろうか。また、一部の地域で

は、開発における蹟罪の意味合いからか、保護と

いう名でヒメカンアオイを移植し、新たな生息地

作りに挑戦しているところもある。ひどいのにな

るとギフチョウ可愛さのあまりか、幼虫または蝿

を各地のヒメカンアンアオイ生育地にバラマキ廻

り、遺伝子汚染……生態系の破壊をしているこ

とにも気づかず得意気になっているナチュラリス

トもいると聞く。岡山県しかり、兵庫県でも宝塚

より東条湖辺りまでの中国自動車道沿線及び加古

川産のギフチョウは放蝶による影響を受けている

との噂もある。

「捕らないで観察しましょう」といわれるが、

観察するよりも捕ることにより昆虫に親しむ度合

いも増し、愛着もわく。俗に、アゲハチョウと呼

ばれているものには10数種がいる。あれはクロア

ゲハ、そしてナミアゲハも、いやキアゲハかなと

いつたふうに正しい名前で呼んでやると蝶たちも

喜んでいるのではなかろうか。今年の姫路市美術

展で「ジャコウアゲハ」という題の写真が展示さ

れていた。よくみるとなんと蝶はシロオビアゲハ

ではないか。ジヤコウアゲハと言えば、平成元年

に「姫路市の蝶」に指定されている。かかる場所

でかかる過ちに気づかずに平気で展示している無

神経さに、あきれるやら情けない思いがしたのは

自分一人だけだったのだろうか。

補足：

多可郡黒田庄町の生息地は開発等で様変わりし、

一部は東はりま日時計の丘公園となっている。か

っての､ギフチョウ生息地辺りは｢ギフチョウの森」

として公園内に一部残したということであるが、

ほんの申し訳程度でとても｢ギフチョウの森｣とは

いえない。
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西播磨地方におけるキリガ類の採集記録

姫路市立飾磨高等学校 稲田和久

1985.m､5 御津町室津赤崎

5． シロヘリキリガ0列伽s"J"加地

1983.Ⅲ､24 ，相生市瓜生三濃山

1983.Ⅲ､26 姫路市白国広峰神社

1983.Ⅳ､4 波賀町引原ダム

1983.Ⅳ､27 波賀町引原ダム

1985.Ⅲ､5 御津町室津赤崎

5早古い記録になるが、 1981～1985年の早春を中心

に採集したキリガ類を報告する。キリガ類はヤガ

科に属し晩秋に羽化し早春に活動するグループで

ある。活動期が低温期のこともあり報告例が少な

いが、筆者自身も蛾に関する知見が少ないので、

記録のみの報告を行う。採集はおもに糖蜜採集に

より行い、一部灯火採集も行った。糖蜜採集は、

日暮れ前に樹木の幹などに糖蜜を塗り、 日暮れ後

1時間ほどたってから見回り吸蜜に集まった蛾を

採集した。採集した標本は筆者が保存している。

l早

'早

13

1早

1ケ3早

紬
ム
崎
崎
崎
ム
ム

沈
ダ
赤
赤
赤
ダ
ダ

趣
原
津
津
津
富
原
原

恥
銅
韮
罪
韮
辨
細
細

ガ
波
御
御
御
御
波
波

リキ
肥
Ｗ
５
９
Ｗ
４
閥

窪
川
１
１
１
‐
Ⅲ
Ⅱ

ス
馳
開
開
開
開
朋
開

９
９
９
９
９
９
９

６
●
Ｑ
■
Ⅱ
△
。
■
■
ａ
。
■
■
昼
。
■
■
＆
■
■
■
品
ｄ
■
Ⅱ
昼
ｄ
日
日
《

●

甑
ダ
ゲ
タ
早
早
グ

ー
１
１
１
１
２
１

1．ホソバキリガの物0s趣α2噌況s鋤e

1983.Ⅲ5 御津町室津赤崎

1983.Ⅲ､9 御津町室津赤崎

1983.Ⅲ､ 17 御津町稲富

1983.Ⅲ､26 姫路市白国広峰神社

1985.Ⅱ､25 御津町室津赤崎

の物0s”α2噌況s"""is

1早

1早

2早

1鄙

5J1早

7．チヤイロキリガ｡""""W0sa

1982.Ⅳ､ 18 波賀町引原ダム

1983.Ⅳ､4 波賀町引原ダム

2． クロテンキリガ・肋0s"ん蛎如

1981.m. 16 御津町室津賀茂神社

1981.m. 17 御津町稲富

1983.m. 19 香寺町中村

1983.m.24 相生市瓜生三濃山

1983.Ⅲ26 姫路市白国広峰神社

1984.Ⅲ18 姫路市豊富町神谷

1ex

1早l研

1早

4研3早

1早

2早

1鄙

8． カシワキリガの幼OS池即肋加

1981.m. 12 御津町室津賀茂神社

1983.m. 17 御津町稲富

13

1早

9． アカバキリガ伽肋os""〃秒""*

l982.Ⅲ16 御津町室津賀茂神社

1982.Ⅳ､ 18 波賀町引原ダム

1982.Ⅳ､27 波賀町引原ダム

1983.Ⅳ､4 波賀町引原ダム

1985.Ⅲ､22 御津町室津赤崎

3． クロミミキリガGf""os"Jke"

1982.Ⅳ､27 波賀町引原ダム

1983.Ⅲ､ 19 香寺町中村

1983.Ⅲ､26 姫路市白国広峰神社

1985.Ⅱ､25 御津町室津赤崎

1985.m22 御津町室津赤崎

1ゲ

1印

131早

1ぴ

l研3早

旱
早
早
伊
早

１
１
２
１
３

10．スギタニキリガ凡惚ｿ”〃α伽”“

1983.Ⅲ､ 19 香寺町中村 1早4．ブナキリガα伽os""γ0"20”
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11．キンイロキリガ助〃伽砂"”α""池e

1981.V.22 波賀町引原ダム 1？

1981.Ⅵ､7 波賀町引原ダム 1旱

1982.Ⅳ.18 波賀町引原ダム 1早

1983.Ⅳ.4 波賀町引原ダム l研2早

17． ウスアオキリガL"qp加"e〃鋤"s〃

1982.Ⅳ､18 波賀町引原ダム 1研

18． カシワキボシキリガL鋤妙加"e""os@

1981.m. 16 御津町室津賀茂神社 13

1983.m.5 御津町室津赤崎 2早

1983.Ⅲ9 御津町室津赤崎 1ケ2早

1983.m.24 相生市瓜生三濃山 1？

12．ケンモンキリガ砲ｿ"s""

1982.Ⅳ､ 18 波賀町引原ダム

1982.Ⅳ､ 18 波賀町引原ダム

1982.Ⅳ､27 波賀町引原ダム

1983.V.4 波賀町引原ダム

l研1早

2exs.

2研2旱

2早

伽
社
社
社

伽
榊
剛
榊
崎
崎
ム

漉
賀
賀
賀
赤
赤
ダ

加
津
津
津
津
津
富
原

卿
順
順
艫
艫
唯
噸
咽

厘
津
津
津
津
津
津
賀

ガ
御
御
御
御
御
御
波

リキ
皿
珊
Ｍ
５
９
Ｗ
４

刀
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ

、
１
１
２
３
３
３
３

ノ
８
８
８
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９

．
１
１
１
１
１
１
１

９

●
の
、
凹

甑
甑
早
早
早
早
早

１
５
１
１
２
１
１

13．マツキリガル""s"ow"

1981.V.2 波賀町引原ダム

1982.Ⅳ､18 波賀町引原ダム

1983.Ⅳ､4 波賀町引原ダム

伊
伊
３

１
１
１

14．キバラモクメキリガ乃伽α允淘""α

1981.m.12 御津町室津賀茂神社 1早

1982.N.18 波賀町引原ダム 3exs.

1983.Ⅲ､3 御津町室津賀茂神社 2早

1983.Ⅲ､5 御津町室津赤崎 2早

1983.Ⅲ､ 17 御津町稲富 1竿

1983.Ⅲ26 姫路市白国広峰神社 1研

1984.Ⅱ､26 御津町稲富 1田

20. ミツボシキリガ勵幼s"迩力秒""c""

1984.Ⅱ､26 御津町稲富 1印

21． ヨスジノコメキリガ勘ゆsj"α“α〃鋤､”

1982.m. 16 御津町室津賀茂神社 1早

1983.Ⅲ､9 御津町室津赤崎 3早

1983.Ⅲ､ 12 御津町室津赤崎 1早

1983.Ⅲ､ 17 御津町稲富 1早

1984.Ⅱ､4 御津町稲富 13

1984.Ⅲ3 御津町室津赤崎 1早

15． アヤモクメキリガ瑚此”ん"zOsa

1984.Ⅱ.26 御津町稲富

1984.Ⅲ､18 姫路市豊富町神谷

531早

1早

22． ヨスジキリガ助ps"ms"電胸切

1981.Ⅸ､22 波賀町引原ダム

1983.Ⅲ9 御津町室津赤崎

16．ハネナガモクメキリガ乃畑､α〃秒〃”伽

1982.Ⅲ､10 御津町室津赤崎 1ケ

1983.Ⅱ､ 17 御津町室津赤崎 2研

1983.m.9 御津町室津赤崎 13

1983.Ⅲ17 御津町稲富 4竿

1983.Ⅲ､ 19 香寺町中村 1ケ

1983.Ⅲ24 相生市瓜生三濃山 1早

1983.Ⅲ､26 姫路市白国広峰神社 1旱

研
早

２
３

柵
洲
洲
洲

”

〉
》
澗
澗

ガ
難
辨
辨

リ
町
町
町

キ
津
津
津

狗
御
御
御

マ

ヤ
３
５
９

チ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

口
歯
３
３
３

ク
麺
朋
朋
朋

３
１
１
１
１

２
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御津町室津赤崎

姫路市豊富町神谷

御津町室津赤崎

234早

13

1早

1984.Ⅲ18 姫路市豊富町神谷 5研1984.Ⅲ､3

1984.m. 18

1985.Ⅲ5 30． 力シワオビキリガα"js伽α'Wc"@s

1984.Ⅱ､26 御津町稲富 2研

24．チヤマダラキリガRhyf@c〃昭吻”Sc伽〃

1983.Ⅲ3 御津町室津賀茂神社 1ケ

1983.Ⅲ､5 御津町室津赤崎 13

1983.m. 17 御津町稲富 2早

1983.Ⅲ26 姫路市白国広峰神社 23

1984.Ⅱ､26 御津町稲富 1早

1984.Ⅲ18 姫路市豊富町神谷 4ダ

31． ウスミミモンキリガ鋤"s伽CO""〃c"

1983.Ⅲ26 姫路市白国広峰神社 1早

1985.Ⅲ5 御津町室津赤崎 1早

32． ミスジキリガル"s"Z"

1982.m. 10 御津町室津賀茂神社

1983.Ⅲ､9 御津町室津赤崎

1早

4早

25．スギタニモンキリガ勤忽伽"”妙j血

1983.Ⅲ､26 姫路市白国広峰神社 132早

1984.Ⅱ､4 御津町稲富 l早

33．ヤクシマキリガハ他soγ伽､c〃昭吻”"c撤江

1981.m. 12 御津町室津賀茂神社 3exs.

1981.Ⅲ16 御津町室津賀茂神社 25exs.

1982.Ⅲ､ 14 御津町室津賀茂神社 1早

1983.Ⅲ､3 御津町室津賀茂神社 10研5早

1983.Ⅲ5 御津町室津赤崎 1035早

1983.Ⅲ､9 御津町室津赤崎 2早

1984.Ⅲ､3 御津町室津赤崎 1早

1984.Ⅲ､4 御津町室津赤崎 1早

26． フサヒゲオビキリガ""cho""e""a

1983.Ⅲ､5 御津町室津赤崎 2平

1983.Ⅲ､9 御津町室津赤崎 2早

1983.Ⅲ､ 17 御津町稲富 1早

1984.Ⅱ､26 御津町稲富 l研

1984.Ⅲ､3 御津町室津赤崎 5早

27． ツチイロキリガ蝿ｿ沈吻0"""ec"〃

1981.X､31 波賀町引原ダム 2ケ

34． ノコメトガリキリガZ肋伽diwlg膠"s

1981.X.31 波賀町引原ダム 1印

28．ナワキリガ

1983.Ⅲ､ 17

1983.Ⅲ、26

1984.Ⅲ､ 18

35．キトガリキリガ施肋伽雌，伽虹

1981.X.31 波賀町引原ダム I研

α"商脚切'@α飢旭g

御津町稲富

姫路市白国広峰神社

姫路市豊富町神谷

2早

5研1早

8印 計 15属35種

29．ホシオビキリガα""伽αめ伽"c趣

1981.m. 10 姫路市広畑区下野

1983.Ⅲ3 御津町室津賀茂神社

1983.Ⅲ9 御津町室津赤崎

1983.Ⅲ17 御津町稲富

1983.Ⅲ､24 相生市瓜生三濃山

1983.Ⅲ26 姫路市白国広峰神社

＜参考文献＞

井上寛他(1982)日本産蛾類大図鑑講談社

江崎悌三他(1977)原色日本蛾類図鑑(下） 保育社

1早

1竿

3ケ7早

l早

2早

23
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高砂で採集した蛾

岡本清

本報文は昭和38年から昭和48年(1963-1973)の

間に高砂市曽根町の松陽高等学校校舎に飛来した

蛾、及び昭和38年から昭和57年(1963-1982)の間

に高砂市米田町の自宅に飛来した蛾をまとめたも

のである。

＜凡例＞

5-W-1960(2)[羽化](食草一クズ）

(2)は採集数を示し、 （1)は省略する。

[羽化]は食草から幼虫を採集して成虫を羽化させ

たのを示す。 （食草一クズ)は幼虫の食草とその和

名を示す。

25-Ⅵ-1963(3), 11-Ⅵ-1964, 13-Ⅵ-1964.

此”叩加即Sp.

12－Ⅷ-1965.

＜ツトガ亜科CRAMBINAE>

ハイイロエグリツトガ肋reFwlaze"ecieIm

(Christoph) 30-W-1976.

ニカメイガモドキ鰍肋hymxBleszynski

29－Ⅳ-1967(2)．

スジツトガ働肋sac""ゆhagzJs(Bojer)

22-Ⅷ-1976．

マエキツトガHeMoc"伽〃肋s"pex (Zeller)

14-Ⅵ-1963, 18-Ⅶ-1970.

サツマツトガα地加o"叩加okn"oiBleszynski

3－Ⅷ-1963, 25-Ⅷ-1976, 10-Ⅸ-1976.

イツトガαね"2o"叩ﾙshiChim(Marumo)

20～28-Ⅷ-1976(3)， 10－Ⅸ-1976．

ヒメキスジツトガa""Io"叩加b"bis"･geIm

(Caradja) 11-Ⅶ-1962, 13-Ⅵ-1964.

ナカグロツトガOn"@bldsWg"e""sWileman

26-V-1968, 10-V-1969.

クロフタオビツトガⅣemediasja腕ixmlis (Wal=

ker) 17－Ⅵ-1968, 12-Ⅸ-1969, 10-Ⅸ-1970,

1-Ⅸ-1975(2).

シバツトガ肋mpe幽伽jα陀陀"e"(Zeller)

4－Ⅸ-1975(5)， 25-Ⅷ-1976, 7-Ⅸ-1976, 5-Ⅶ一

1983．

ツトガ』4"〃lblO"s"oPziCa(Zeller)

3－Ⅶ-1959, 18-Ⅶ－1960, 8～13-Ⅸ-1960(4),

26－Ⅷ-1969, 19-Ⅷ-1976, 22-Ⅷ-1976, 14-Ⅸ－

1976．

＜ノメイガ亜科PYRAUSTINAE>

モンキシロノメイガα"hochrMbFizDa肱(Wal-

ker) 23-Ⅶ-1964, 13-Ⅸ-1964.

モンキノメイガ凡""as"ce"(Butler)

20-V-1962, 1～28-Ⅵ-1964(8), 2－Ⅶ-1964,

10-Ⅵ-1965.

マダラガ科 ZYGAENIDAE

＜ホタルガ亜科CHALOCOSIINAE>

ホタルガH吻池sa"a"Butler

24－Ⅵ-1965.

＜マダラガ亜科ZYGAENINAE>

タケノクロホソバ助地､“た"emks (Butler)

6－Ⅸ-1970(3).

イラガ科 LIMACODIDAE

イラガMb"e"""vesce"Walker

庭のカキ、モミジに幼虫が多数見られる。

テングイラガM"ｿり"0"伽噌加馳"Butler

2－Ⅵ-1965, 11-Ⅸ-1969.

アオイラガ比ｿ℃sacD"socm(Walker)

庭のカキ、モミジに多数の幼虫が見られる。

マドガ科 THYRIDIDAE

＜マダラマドガ亜科SICULINAE>

ギンスジオオマドガHE池伽jα"α聰mimlnoue

2－Ⅶ-1961, 9-Ⅵ-1963.

メイガ科 PYRALIDAE

＜オオメイガ亜科SCHOENOBIINAE>

ヒトスジオオメイガ洗如叩haga伽""(Butler)

－40－








































































































